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第1章

1 エフライムの山地ラマタイム出身のツフ人の一人で、その名をエルカナという人がいた。この

人はエロハムの子で、エロハムはエリフの子、エリフはトフの子、トフはエフライム人ツフの

子であった。

2 エルカナには二人の妻がいた。一人の名はハンナといい、もう一人の名はペニンナといった。

ペニンナには子がいたが、ハンナには子がいなかった。

3 この人は、毎年自分の町から上って行き、シロで万軍の主を礼拝し、いけにえを献げることに

していた。そこでは、エリの二人の息子、ホフニとピネハスが主の祭司をしていた。

4 そのようなある日、エルカナはいけにえを献げた。彼は、妻のペニンナ、そして彼女のすべて

の息子、娘たちに、それぞれの受ける分を与えるようにしていたが、

5 ハンナには特別の受ける分を与えていた。主は彼女の胎を閉じておられたが、彼がハンナを愛

していたからである。

6 また、彼女に敵対するペニンナは、主がハンナの胎を閉じておられたことで、彼女をひどく苛

立たせ、その怒りをかき立てた。

7 そのようなことが毎年行われ、ハンナが主の家に上って行くたびに、ペニンナは彼女の怒りを

かき立てるのだった。こういうわけで、ハンナは泣いて、食事をしようともしなかった。

8 夫エルカナは彼女に言った。「ハンナ、なぜ泣いているのか。どうして食べないのか。どうし

て、あなたの心は苦しんでいるのか。あなたにとって、私は十人の息子以上の者ではない

か。」

9 シロでの飲食が終わった後、ハンナは立ち上がった。ちょうどそのとき、祭司エリは主の神殿

の門柱のそばで、椅子に座っていた。

10 ハンナの心は痛んでいた。彼女は激しく泣いて、主に祈った。

11 そして誓願を立てて言った。「万軍の主よ。もし、あなたがはしための苦しみをご覧になり、

私を心に留め、このはしためを忘れず、男の子を下さるなら、私はその子を一生の間、主にお

渡しします。そしてその子の頭にかみそりを当てません。」

12 ハンナが主の前で長く祈っている間、エリは彼女の口もとをじっと見ていた。

13 ハンナは心で祈っていたので、唇だけが動いて、声は聞こえなかった。それでエリは彼女が酔

っているのだと思った。

14 エリは彼女に言った。「いつまで酔っているのか。酔いをさましなさい。」

15 ハンナは答えた。「いいえ、祭司様。私は心に悩みのある女です。ぶどう酒も、お酒も飲んで

はおりません。私は主の前に心を注ぎ出していたのです。

16 このはしためを、よこしまな女と思わないでください。私は募る憂いと苛立ちのために、今ま

で祈っていたのです。」

17 エリは答えた。「安心して行きなさい。イスラエルの神が、あなたの願ったその願いをかなえ

てくださるように。」

18 彼女は、「はしためが、あなたのご好意を受けられますように」と言った。それから彼女は帰

って食事をした。その顔は、もはや以前のようではなかった。

19 彼らは翌朝早く起きて、主の前で礼拝をし、ラマにある自分たちの家に帰って来た。エルカナ

は妻ハンナを知った。主は彼女を心に留められた。



20 年が改まって、ハンナは身ごもって男の子を産んだ。そして「私がこの子を主にお願いしたの

だから」と言って、その名をサムエルと呼んだ。

21 夫のエルカナは、年ごとのいけにえを主に献げ、自分の誓願を果たすために、家族そろって上

って行こうとした。

22 しかしハンナは、夫に「この子が乳離れして、私がこの子を連れて行き、この子が主の御顔を

拝して、いつまでもそこにとどまるようになるまでは」と言って、上って行かなかった。

23 夫のエルカナは彼女に言った。「あなたが良いと思うようにしなさい。この子が乳離れするま

でとどまりなさい。ただ、主がそのおことばを実現してくださるように。」こうしてハンナは

とどまって、その子が乳離れするまで乳を飲ませた。

24 その子が乳離れしたとき、彼女は子牛三頭、小麦粉一エパ、ぶどう酒の皮袋一つを携えてその

子を伴って上り、シロにある主の家に連れて行った。その子はまだ幼かった。

25 彼らは子牛を屠り、その子をエリのところに連れて行った。

26 ハンナは言った。「ああ、祭司様。あなたは生きておられます。祭司様。私はかつて、ここで

あなたのそばに立って、主に祈った女です。

27 この子のことを、私は祈ったのです。主は私がお願いしたとおり、私の願いをかなえてくださ

いました。

28 それで私もまた、この子を主におゆだねいたします。この子は一生涯、主にゆだねられたもの

です。」こうして彼らはそこで主を礼拝した。

第2章

1 ハンナは祈った。 「私の心は主にあって大いに喜び、 私の角は主によって高く上がります。

私の口は敵に向かって大きく開きます。 私があなたの救いを喜ぶからです。

2 主のように聖なる方はいません。 まことに、あなたのほかにはだれもいないのです。 私たち

の神のような岩はありません。

3 おごり高ぶって、 多くのことを語ってはなりません。 横柄なことばを口にしてはなりませ

ん。 まことに主は、すべてを知る神。 そのみわざは測り知れません。

4 勇士が弓を砕かれ、 弱い者が力を帯びます。

5 満ち足りていた者がパンのために雇われ、 飢えていた者に、飢えることがなくなります。 不

妊の女が七人の子を産み、 子だくさんの女が、打ちしおれてしまいます。

6 主は殺し、また生かします。 よみに下し、また引き上げます。

7 主は貧しくし、また富ませ、 低くし、また高くします。

8 主は、弱い者をちりから起こし、 貧しい者をあくたから引き上げ、 高貴な者とともに座ら

せ、 彼らに栄光の座を継がせます。 まことに、地の柱は主のもの。 その上に主は世界を据え

られました。

9 主は敬虔な者たちの足を守られます。 しかし、悪者どもは、闇の中に滅び失せます。 人は、

自分の能力によっては勝てないからです。

10 主は、はむかう者を打ち砕き、 その者に天から雷鳴を響かせられます。 主は地の果ての果て

までさばかれます。 主が、ご自分の王に力を与え、 主に油注がれた者の角を 高く上げてくだ

さいますように。」

11 エルカナはラマにある自分の家に帰った。幼子は、祭司エリのもとで主に仕えていた。



12 さて、エリの息子たちはよこしまな者たちで、主を知らなかった。

13 民に関わる祭司の定めについてもそうであった。だれかが、いけにえを献げていると、まだ肉

を煮ている間に、祭司の子弟が三又の肉刺しを手にしてやって来て、

14 これを大鍋や、釜、大釜、鍋に突き入れ、肉刺しで取り上げたものをみな、祭司が自分のもの

として取っていた。このようなことが、シロで、そこに来るイスラエルのすべての人に対して

なされていた。

15 そのうえ、脂肪が焼かれる前に祭司の子弟がやって来て、いけにえを献げる人に「祭司に焼く

ための肉を渡しなさい。祭司は煮た肉をあなたから受け取らない。生の肉だけだ」と言うの

で、

16 人が「まず脂肪をすっかり焼いて、好きなだけお取りください」と言うと、祭司の子弟は、

「いや、今渡すのだ。でなければ、私は力ずくで取る」と言った。

17 このように、子弟たちの罪は、主の前で非常に大きかった。この人たちは主へのささげ物を侮

ったのである。

18 さてサムエルは、亜麻布のエポデを身にまとった幼いしもべとして、主の前に仕えていた。

19 彼の母は彼のために小さな上着を作り、毎年、夫とともに年ごとのいけにえを献げに上って行

くとき、それを持って行った。

20 エリは、エルカナとその妻を祝福して、「主にゆだねられた子の代わりとして、主が、この妻

によって、あなたに子孫を与えてくださいますように」と言い、彼らは自分の住まいに帰るの

であった。

21 主はハンナを顧み、彼女は身ごもって、三人の息子と二人の娘を産んだ。少年サムエルは主の

みもとで成長した。

22 さて、エリはたいへん年をとっていたが、息子たちがイスラエル全体に行っていることの一部

始終を、それに彼らが会見の天幕の入り口で仕えている女たちと寝ていることを聞いていた。

23 それでエリは彼らに言った。「なぜ、おまえたちはそんなことをするのか。私はこの民の皆か

ら、おまえたちのした悪いことについて聞いているのだ。

24 息子たちよ、そういうことをしてはいけない。私は主の民が言いふらしているうわさを聞く

が、それは良いものではない。

25 人が人に対して罪を犯すなら、神がその仲裁をしてくださる。だが、主に対して人が罪を犯す

なら、だれがその人のために仲裁に立つだろうか。」しかし、彼らは父の言うことを聞こうと

しなかった。彼らを殺すことが主のみこころだったからである。

26 一方、少年サムエルは、主にも人にもいつくしまれ、ますます成長した。

27 神の人がエリのところに来て、彼に言った。「主はこう言われる。あなたの父の家がエジプト

でファラオの家に属していたとき、わたしは彼らに自分を明らかに現したではないか。

28 わたしは、イスラエルの全部族からその家を選んでわたしの祭司とし、わたしの祭壇に上って

香をたき、わたしの前でエポデを着るようにした。こうして、イスラエルの子らの食物のささ

げ物をすべて、あなたの父の家に与えた。

29 なぜあなたがたは、わたしが命じたわたしへのいけにえ、わたしへのささげ物を、わたしの住

まいで足蹴にするのか。なぜあなたは、わたしよりも自分の息子たちを重んじて、わたしの民

イスラエルのすべてのささげ物のうちの、最上の部分で自分たちを肥やそうとするのか。



30 それゆえ──イスラエルの神、主のことば──あなたの家と、あなたの父の家は、永遠にわたし

の前に歩むとわたしは確かに言ったものの、今や──主のことば──それは絶対にあり得ない。

わたしを重んじる者をわたしは重んじ、わたしを蔑む者は軽んじられるからだ。

31 見よ、その時代が来る。そのとき、わたしはあなたの腕と、あなたの父の家の腕を切り落と

す。あなたの家には年長者がいなくなる。

32 イスラエルが幸せにされるどんなときにも、あなたはわたしの住まいの衰退を見るようにな

る。あなたの家には、いつまでも、年長者がいない。

33 わたしは、あなたのために、わたしの祭壇から一人の人を断ち切らないでおく。そのことはあ

なたの目を衰えさせ、あなたのたましいをやつれさせる。あなたの家に生まれてくる者はみ

な、人の手によって死ぬ。

34 あなたの二人の息子、ホフニとピネハスの身に降りかかることが、あなたへのしるしである。

二人とも同じ日に死ぬ。

35 わたしは、わたしの心と思いの中で事を行う忠実な祭司を、わたしのために起こし、彼のため

に確かな家を建てよう。彼は、わたしに油注がれた者の前をいつまでも歩む。

36 あなたの家の生き残った者はみな、銀貨一枚とパン一つを求めて彼のところに来てひれ伏し、

『どうか、祭司の務めの一つでも私にあてがって、パンを一切れ食べさせてください』と言

う。」

第3章

1 さて、少年サムエルはエリのもとで主に仕えていた。そのころ、主のことばはまれにしかな

く、幻も示されなかった。

2 その日、エリは自分のところで寝ていた。彼の目はかすんできて、見えなくなっていた。

3 神のともしびが消される前であり、サムエルは、神の箱が置かれている主の神殿で寝ていた。

4 主はサムエルを呼ばれた。彼は、「はい、ここにおります」と言って、

5 エリのところに走って行き、「はい、ここにおります。お呼びになりましたので」と言った。

エリは「呼んでいない。帰って、寝なさい」と言った。それでサムエルは戻って寝た。

6 主はもう一度、サムエルを呼ばれた。サムエルは起きて、エリのところに行き、「はい、ここ

におります。お呼びになりましたので」と言った。エリは「呼んでいない。わが子よ。帰っ

て、寝なさい」と言った。

7 サムエルは、まだ主を知らなかった。まだ主のことばは彼に示されていなかった。

8 主は三度目にサムエルを呼ばれた。彼は起きて、エリのところに行き、「はい、ここにおりま

す。お呼びになりましたので」と言った。エリは、主が少年を呼んでおられるということを悟

った。

9 それで、エリはサムエルに言った。「行って、寝なさい。主がおまえを呼ばれたら、『主よ、

お話しください。しもべは聞いております』と言いなさい。」サムエルは行って、自分のとこ

ろで寝た。

10 主が来て、そばに立ち、これまでと同じように、「サムエル、サムエル」と呼ばれた。サムエ

ルは「お話しください。しもべは聞いております」と言った。

11 主はサムエルに言われた。「見よ、わたしはイスラエルに一つのことをしようとしている。だ

れでもそれを聞く者は、両耳が鳴る。



12 その日わたしは、エリの家についてわたしが語ったことすべてを、初めから終わりまでエリに

実行する。

13 わたしは、彼の家を永遠にさばくと彼に告げる。それは息子たちが自らにのろいを招くような

ことをしているのを知りながら、思いとどまらせなかった咎のためだ。

14 だから、わたしはエリの家について誓う。エリの家の咎は、いけにえによっても、穀物のささ

げ物によっても、永遠に赦されることはない。」

15 サムエルは朝まで寝て、それから主の家の扉を開けた。サムエルは、この黙示のことをエリに

知らせるのを恐れた。

16 エリはサムエルを呼んで言った。「わが子サムエルよ。」サムエルは「はい、ここにおりま

す」と言った。

17 エリは言った。「主がおまえに語られたことばは、何だったのか。私に隠さないでくれ。も

し、主がおまえに語られたことばの一つでも私に隠すなら、神がおまえを幾重にも罰せられる

ように。」

18 サムエルは、すべてのことをエリに知らせて、何も隠さなかった。エリは言った。「その方は

主だ。主が御目にかなうことをなさるように。」

19 サムエルは成長した。主は彼とともにおられ、彼のことばを一つも地に落とすことはなかっ

た。

20 全イスラエルは、ダンからベエル・シェバに至るまで、サムエルが主の預言者として堅く立て

られたことを知った。

21 主は再びシロで現れた。主はシロで主のことばによって、サムエルにご自分を現されたのであ

る。

第4章

1 サムエルのことばが全イスラエルに行き渡ったころ、イスラエルはペリシテ人に対する戦いの

ために出て行き、エベン・エゼルのあたりに陣を敷いた。一方、ペリシテ人はアフェクに陣を

敷いた。

2 ペリシテ人はイスラエルを迎え撃つ陣備えをした。戦いが広がると、イスラエルはペリシテ人

に打ち負かされ、約四千人が野の戦場で打ち殺された。

3 兵が陣営に戻って来たとき、イスラエルの長老たちは言った。「どうして主は、今日、ペリシ

テ人の前でわれわれを打たれたのだろう。シロから主の契約の箱をわれわれのところに持って

来よう。そうすれば、その箱がわれわれの間に来て、われわれを敵の手から救うだろう。」

4 兵たちはシロに人を送り、そこから、ケルビムに座しておられる万軍の主の契約の箱を担いで

来させた。そこに、神の契約の箱とともに、エリの二人の息子、ホフニとピネハスがいた。

5 主の契約の箱が陣営に来たとき、全イスラエルは大歓声をあげた。それで地はどよめいた。

6 ペリシテ人はその歓声を聞いて、「ヘブル人の陣営の、あの大歓声は何だろう」と言った。そ

して主の箱が陣営に来たと知ったとき、

7 ペリシテ人は恐れて、「神が陣営に来た」と言った。そして言った。「ああ、困ったことだ。

今までに、こんなことはなかった。

8 ああ、困ったことだ。だれがこの力ある神々の手から、われわれを救い出してくれるだろう

か。これは、荒野で、ありとあらゆる災害をもってエジプトを打った神々だ。



9 さあ、ペリシテ人よ。奮い立て。男らしくふるまえ。そうでないと、ヘブル人がおまえたちに

仕えたように、おまえたちがヘブル人に仕えるようになる。男らしくふるまって戦え。」

10 こうしてペリシテ人は戦った。イスラエルは打ち負かされ、それぞれ自分たちの天幕に逃げ、

非常に大きな打撃となった。イスラエルの歩兵三万人が倒れた。

11 神の箱は奪われ、エリの二人の息子、ホフニとピネハスは死んだ。

12 一人のベニヤミン人が戦場から走って来て、その日シロに着いた。衣は裂け、頭には土をかぶ

っていた。

13 彼が着いたとき、エリはちょうど、道のそばの椅子に座って見張っていた。神の箱のことを気

遣っていたからであった。この男が町に入って来て報告すると、町中こぞって泣き叫んだ。

14 エリがこの泣き叫ぶ声を聞いて、「この騒々しい声は何だ」と言うと、男は大急ぎでやって来

てエリに知らせた。

15 エリは九十八歳で、その目はこわばり、何も見えなくなっていた。

16 男はエリに言った。「私は戦場から来た者です。私は、今日、戦場から逃げて来ました。」す

るとエリは「わが子よ、状況はどうなっているのか」と言った。

17 知らせを持って来た者は答えて言った。「イスラエルはペリシテ人の前から逃げ、兵のうちに

打ち殺された者が多く出ました。それに、あなたの二人のご子息、ホフニとピネハスも死に、

神の箱は奪われました。」

18 彼が神の箱のことを告げたとき、エリはその椅子から門のそばにあおむけに倒れ、首を折って

死んだ。年寄りで、からだが重かったからである。エリは四十年間、イスラエルをさばいた。

19 彼の嫁、ピネハスの妻は身ごもっていて出産間近であったが、神の箱が奪われて、しゅうとと

夫が死んだという知らせを聞いたとき、陣痛が起こり、身をかがめて子を産んだ。

20 彼女は死にかけていて、彼女の世話をしていた女たちが「恐れることはありません。男の子が

生まれましたから」と言ったが、彼女は答えもせず、気にも留めなかった。

21 彼女は、「栄光がイスラエルから去った」と言って、その子をイ・カボデと名づけた。これ

は、神の箱が奪われたこと、また、しゅうとと夫のことを指したのであった。

22 彼女は言った。「栄光はイスラエルから去った。神の箱が奪われたから。」

第5章

1 ペリシテ人は神の箱を奪って、エベン・エゼルからアシュドデまで運んで来た。

2 それからペリシテ人は神の箱を取り、ダゴンの神殿に運んで来て、ダゴンの傍らに置いた。

3 アシュドデの人たちが、翌日、朝早く起きて見ると、なんと、ダゴンは主の箱の前に、地にう

つぶせになって倒れていた。そこで彼らはダゴンを取り、元の場所に戻した。

4 次の日、朝早く彼らが起きて見ると、やはり、ダゴンは主の箱の前に、地にうつぶせになって

倒れていた。ダゴンの頭と両手は切り離されて敷居のところにあり、胴体だけがそこに残って

いた。

5 それで今日に至るまで、ダゴンの祭司たちやダゴンの神殿に入る者はみな、アシュドデにある

ダゴンの敷居を踏まない。

6 主の手はアシュドデの人たちの上に重くのしかかり、アシュドデとその地域の人たちを腫物で

打って脅かした。



7 アシュドデの人たちは、この有様を見て言った。「イスラエルの神の箱は、われわれのもとに

とどまってはならない。その手は、われわれとわれわれの神ダゴンの上に厳しいものであるか

ら。」

8 それで彼らは人を遣わして、ペリシテ人の領主を全員そこに集め、「イスラエルの神の箱をど

うしたらよいでしょうか」と言った。領主たちは「イスラエルの神の箱は、ガテに移るように

せよ」と言った。そこで彼らはイスラエルの神の箱を移した。

9 それがガテに移された後、主の手はこの町に下り、非常に大きな恐慌を引き起こし、この町の

人々を上の者も下の者もみな打ったので、彼らに腫物ができた。

10 ガテの人たちは神の箱をエクロンに送った。神の箱がエクロンにやって来たとき、エクロンの

人たちは大声で叫んで言った。「私と私の民を殺すために、イスラエルの神の箱をこっちに回

して来たのだ。」

11 それで彼らは人を遣わして、ペリシテ人の領主を全員集め、「イスラエルの神の箱を送って、

元の場所に戻っていただきましょう。私と私の民を殺すことがないように」と言った。町中に

死の恐慌があったのである。神の手は、そこに非常に重くのしかかっていた。

12 死ななかった者は腫物で打たれ、助けを求める町の叫び声は天にまで上った。

第6章

1 主の箱は七か月間ペリシテ人の地にあった。

2 ペリシテ人は祭司たちと占い師たちを呼び寄せて言った。「主の箱をどうしたらよいでしょう

か。どのようにして、それを元の場所に送り返せるか、教えてください。」

3 彼らは答えた。「イスラエルの神の箱を送り返すのなら、何もつけないで送り返してはなりま

せん。神に対して償いをしなければなりません。そうすれば、あなたがたは癒やされるでしょ

う。また、なぜ、神の手があなたがたから去らないかが分かるでしょう。」

4 人々は言った。「私たちが送るべき償いのものは何ですか。」彼らは言った。「ペリシテ人の

領主の数に合わせて、五つの金の腫物、つまり五つの金のねずみです。彼ら全員、つまりあな

たがたの領主たちに、同じわざわいが下ったのですから。

5 あなたがたの腫物の像、つまり、この地を破滅させようとしているねずみの像を造り、それら

をイスラエルの神に貢ぎとして献げなさい。もしかしたら神は、あなたがたと、あなたがたの

神々、そしてあなたがたの地の上にのしかかっている、その手を軽くされるかもしれません。

6 なぜ、あなたがたは、エジプト人とファラオが心を硬くしたように、心を硬くするのですか。

神が彼らに対して力を働かせたときに、彼らはイスラエルを去らせ、イスラエルは出て行った

ではありませんか。

7 今、一台の新しい車を用意し、くびきを付けたことのない、乳を飲ませている雌牛を二頭取

り、雌牛を車につなぎ、その子牛は引き離して小屋に戻しなさい。

8 また、主の箱を取って車に載せなさい。償いとして返す金の品物を鞍袋に入れて、そのそばに

置きなさい。そして、それが行くがままに、去らせなければなりません。

9 注意して見ていなさい。その箱がその国境への道をベテ・シェメシュに上って行くなら、私た

ちにこの大きなわざわいを起こしたのはあの神です。もし行かないなら、神の手が私たちを打

ったのではなく、私たちに偶然起こったことだと分かります。」



10 人々はそのようにした。彼らは乳を飲ませている雌牛を二頭取り、それを車につないだ。子牛

は小屋に閉じ込めた。

11 そして主の箱を車に載せ、また金のねずみ、すなわち腫物の像を入れた鞍袋を載せた。

12 雌牛は、ベテ・シェメシュへの道、一本の大路をまっすぐに進んだ。鳴きながら進み続け、右

にも左にもそれなかった。ペリシテ人の領主たちは、ベテ・シェメシュの国境まで、その後に

ついて行った。

13 ベテ・シェメシュの人たちは、谷間で小麦の刈り入れをしていたが、目を上げると、神の箱が

見えた。彼らはそれを見て喜んだ。

14 車はベテ・シェメシュ人ヨシュアの畑に来て、そこにとどまった。そこには大きな石があっ

た。人々は、車の木を割り、雌牛を全焼のささげ物として主に献げた。

15 レビ人たちは、主の箱と、そばにあった金の品物の入っている鞍袋を降ろし、その大きな石の

上に置いた。その日、ベテ・シェメシュの人たちは全焼のささげ物を献げ、いけにえを主に献

げた。

16 ペリシテ人の五人の領主は、これを見て、その日エクロンに帰った。

17 ペリシテ人が償いとして主に返した金の腫物は、アシュドデのために一つ、ガザのために一

つ、アシュケロンのために一つ、ガテのために一つ、エクロンのために一つであった。

18 すなわち、金のねずみは、五人の領主に属するペリシテ人の町の総数によっていた。それは、

砦の町と城壁のない村の両方を含んでいる。彼らが主の箱を置いたアベルの大きな台は、今日

までベテ・シェメシュ人ヨシュアの畑にある。

19 主はベテ・シェメシュの人たちを打たれた。主の箱の中を見たからである。主は、民のうち七

十人を、すなわち、千人に五人を打たれた。主が民を激しく打たれたので、民は喪に服した。

20 ベテ・シェメシュの人たちは言った。「だれが、この聖なる神、主の前に立つことができるだ

ろう。私たちのところから、だれのところに上って行くのだろうか。」

21 彼らはキルヤテ・エアリムの住民に使者を遣わして言った。「ペリシテ人が主の箱を返してよ

こしました。下って来て、あなたがたのところに運び上げてください。」

第7章

1 キルヤテ・エアリムの人々は来て、主の箱を運び上げ、丘の上のアビナダブの家に運んだ。そ

して、主の箱を守るために彼の息子エルアザルを聖別した。

2 箱がキルヤテ・エアリムにとどまった日から長い年月がたって、二十年になった。イスラエル

の全家は主を慕い求めていた。

3 サムエルはイスラエルの全家に言った。「もしあなたがたが、心のすべてをもって主に立ち返

るなら、あなたがたの間から異国の神々やアシュタロテを取り除きなさい。そして心を主に向

け、主にのみ仕えなさい。そうすれば、主はあなたがたをペリシテ人の手から救い出してくだ

さいます。」

4 イスラエル人は、バアルやアシュタロテの神々を取り除き、主にのみ仕えた。

5 サムエルは言った。「全イスラエルを、ミツパに集めなさい。私はあなたがたのために主に祈

ります。」

6 彼らはミツパに集まり、水を汲んで主の前に注ぎ、その日は断食した。彼らはそこで、「私た

ちは主の前に罪ある者です」と言った。こうしてサムエルはミツパでイスラエル人をさばい



た。

7 イスラエル人がミツパに集まったことをペリシテ人が聞いたとき、ペリシテ人の領主たちはイ

スラエルに向かって上って来た。イスラエル人はこれを聞いて、ペリシテ人を恐れた。

8 イスラエル人はサムエルに言った。「私たちから離れて黙っていないでください。私たちの

神、主に叫ぶのをやめないでください。主が私たちをペリシテ人の手から救ってくださるよう

にと。」

9 サムエルは、乳離れしていない子羊一匹を取り、焼き尽くす全焼のささげ物として主に献げ

た。サムエルはイスラエルのために主に叫んだ。すると主は彼に答えられた。

10 サムエルが全焼のささげ物を献げていたとき、ペリシテ人がイスラエルと戦おうとして近づい

て来た。しかし主は、その日ペリシテ人の上に大きな雷鳴をとどろかせ、彼らをかき乱したの

で、彼らはイスラエルに打ち負かされた。

11 イスラエルの人々は、ミツパから出てペリシテ人を追い、彼らを討ってベテ・カルの下にまで

行った。

12 サムエルは一つの石を取り、ミツパとエシェンの間に置き、それにエベン・エゼルという名を

つけ、「ここまで主が私たちを助けてくださった」と言った。

13 ペリシテ人は征服され、二度とイスラエルの領土に入って来なかった。サムエルの時代を通し

て、主の手がペリシテ人の上にのしかかっていた。

14 ペリシテ人がイスラエルから奪い取っていた町々は、エクロンからガテまでが、イスラエルに

戻った。イスラエルはペリシテ人の手から、その領土を解放した。そのころ、イスラエルとア

モリ人の間には平和があった。

15 サムエルは、一生の間、イスラエルをさばいた。

16 彼は年ごとに、ベテル、ギルガル、ミツパを巡回し、これらすべての聖所でイスラエルをさば

き、

17 ラマに帰った。そこに自分の家があり、そこでイスラエルをさばいていたからである。彼はそ

こに主のために祭壇を築いた。

第8章

1 サムエルは、年老いたとき、息子たちをイスラエルのさばきつかさとして任命した。

2 長男の名はヨエル、次男の名はアビヤであった。彼らはベエル・シェバでさばきつかさをして

いた。

3 しかし、この息子たちは父の道に歩まず、利得を追い求め、賄賂を受け取り、さばきを曲げて

いた。

4 イスラエルの長老たちはみな集まり、ラマにいるサムエルのところにやって来て、

5 彼に言った。「ご覧ください。あなたはお年を召し、ご子息たちはあなたの道を歩んでいませ

ん。どうか今、ほかのすべての国民のように、私たちをさばく王を立ててください。」

6 彼らが、「私たちをさばく王を私たちに与えてください」と言ったとき、そのことばはサムエ

ルの目には悪しきことであった。それでサムエルは主に祈った。

7 主はサムエルに言われた。「民があなたに言うことは何であれ、それを聞き入れよ。なぜなら

彼らは、あなたを拒んだのではなく、わたしが王として彼らを治めることを拒んだのだから。



8 わたしが彼らをエジプトから連れ上った日から今日に至るまで、彼らのしたことといえば、わ

たしを捨てて、ほかの神々に仕えることだった。そのように彼らは、あなたにもしているの

だ。

9 今、彼らの声を聞き入れよ。ただし、彼らに自分たちを治める王の権利をはっきりと宣言せ

よ。」

10 サムエルは、自分に王を求めるこの民に対して、主のすべてのことばを話した。

11 彼は言った。「あなたがたを治める王の権利はこうだ。あなたがたの息子たちを取り、戦車や

軍馬に乗せ、自分の戦車の前を走らせる。

12 また、自分のために千人隊の長や五十人隊の長として任命し、自分の耕地を耕させ、自分の刈

り入れに従事させ、武具や戦車の部品を作らせる。

13 また、あなたがたの娘たちを取り、香料を作る者や料理する者やパンを焼く者とする。

14 あなたがたの畑やぶどう畑や良いオリーブ畑を没収し、自分の家来たちに与える。

15 あなたがたの穀物とぶどう畑の十分の一を取り、廷臣や家来たちに与える。

16 あなたがたの奴隷や女奴隷、それにあなたがたの子牛やろばの最も良いものを取り、自分の仕

事をさせる。

17 あなたがたの羊の群れの十分の一を取り、あなたがた自身は王の奴隷となる。

18 その日、あなたがたが自分たちのために選んだ王のゆえに泣き叫んでも、その日、主はあなた

がたに答えはしない。」

19 しかし民は拒んで、サムエルの言うことを聞こうとしなかった。そして言った。「いや。どう

しても、私たちの上には王が必要です。

20 そうすれば私たちもまた、ほかのすべての国民のようになり、王が私たちをさばき、私たちの

先に立って出陣し、私たちの戦いを戦ってくれるでしょう。」

21 サムエルは、民のすべてのことばを聞いて、それを主の耳に入れた。

22 主はサムエルに言われた。「彼らの言うことを聞き、彼らのために王を立てよ。」それで、サ

ムエルはイスラエルの人々に「それぞれ自分の町に帰りなさい」と言った。

第9章

1 ベニヤミン人で、その名をキシュという人がいた。キシュはアビエルの子で、アビエルはツェ

ロルの子、ツェロルはベコラテの子、ベコラテはベニヤミン人アフィアハの子であった。彼は

有力者であった。

2 キシュには一人の息子がいて、その名をサウルといった。彼は美しい若者で、イスラエル人の

中で彼より美しい者はいなかった。彼は民のだれよりも、肩から上だけ高かった。

3 あるとき、サウルの父キシュの雌ろば数頭がいなくなったので、キシュは息子サウルに言っ

た。「しもべを一人連れて、雌ろばを捜しに行ってくれ。」

4 サウルはエフライムの山地を巡り、シャリシャの地を巡り歩いたが、それらは見つからなかっ

た。さらに、シャアリムの地を巡り歩いたが、いなかった。ベニヤミン人の地を巡り歩いて

も、見つからなかった。

5 二人がツフの地にやって来たとき、サウルは一緒にいたしもべに言った。「さあ、もう帰ろ

う。父が雌ろばのことはさておき、私たちのほうを心配し始めるといけないから。」



6 すると、しもべは言った。「ご覧ください。この町には神の人がいます。この人は敬われてい

る人です。この人の言うことはみな、必ず実現します。今そこへ参りましょう。私たちが行く

道を教えてくれるかもしれません。」

7 サウルはしもべに言った。「もし行くとすると、その人に何を持って行こうか。私たちの袋に

は、パンもなくなったし、神の人に持って行く贈り物もない。何かあるか。」

8 しもべは再びサウルに答えた。「ご覧ください。私の手に四分の一シェケルの銀があります。

これを神の人に差し上げたら、私たちの行く道を教えてくださるでしょう。」

9 昔イスラエルでは、神のみこころを求めに行く人は「さあ、予見者のところへ行こう」とよく

言っていた。今の預言者は、昔は予見者と呼ばれていたからである。

10 サウルはしもべに言った。「それはよい。さあ、行こう。」こうして、彼らは神の人のいる町

へ行った。

11 彼らがその町への坂道を上って行くと、水を汲みに出て来た娘たちに出会った。彼らは「予見

者はここにおられますか」と尋ねた。

12 すると娘たちは答えて言った。「はい。この先におられます。さあ、急いでください。今日、

町に来られました。今日、高き所で民のためにいけにえをお献げになりますから。

13 町に入ると、あの方が見つかるでしょう。あの方が食事のために高き所に上られる前に。民

は、あの方が来られるまで食事をしません。あの方がいけにえを祝福して、その後で、招かれ

た者たちが食事をすることになっているからです。今、上って行ってください。あの方は、す

ぐに見つかるでしょう。」

14 彼らが町へ上って行き、町に入りかかったとき、ちょうどサムエルが、高き所に上ろうとして

彼らの方に向かって出て来た。

15 主は、サウルが来る前の日に、サムエルの耳を開いて告げておられた。

16 「明日の今ごろ、わたしはある人をベニヤミンの地からあなたのところに遣わす。あなたはそ

の人に油を注ぎ、わたしの民イスラエルの君主とせよ。彼はわたしの民をペリシテ人の手から

救う。民の叫びがわたしに届き、わたしが自分の民に目を留めたからだ。」

17 サムエルがサウルを見るやいなや、主は彼に告げられた。「さあ、わたしがあなたに話した者

だ。この者がわたしの民を支配するのだ。」

18 サウルは、門の中でサムエルに近づいて、言った。「予見者の家はどこですか。教えてくださ

い。」

19 サムエルはサウルに答えた。「私が予見者です。私より先に高き所に上りなさい。今日、あな

たがたは私と一緒に食事をするのです。明日の朝、私があなたを送ります。あなたの心にある

すべてのことについて、話しましょう。

20 三日前にいなくなったあなたの雌ろばについては、もう気にかけないようにしてください。見

つかっていますから。全イスラエルの思いは、だれに向けられているのでしょう。あなたと、

あなたの父の全家にではありませんか。」

21 サウルは答えて言った。「私はベニヤミン人で、イスラエルの最も小さい部族の出ではありま

せんか。私の家族は、ベニヤミンの部族のどの家族よりも、取るに足りないものではありませ

んか。どうしてこのようなことを私に言われるのですか。」

22 サムエルはサウルとそのしもべを広間に連れて来て、三十人ほどの招かれた人たちの上座に着

かせた。



23 サムエルは料理人に、「取っておくようにと渡しておいた、ごちそうを出しなさい」と言っ

た。

24 料理人は、もも肉とその上にある部分を取り出し、サウルの前に置いた。サムエルは言った。

「これはあなたのために取っておいたものです。あなたの前に置いて、食べてください。その

肉は、私が民を招いたと言って、この定められた時のため、あなたのために取り分けておいた

ものですから。」その日、サウルはサムエルと一緒に食事をした。

25 彼らは高き所から町に下って来た。それからサムエルはサウルと屋上で話をした。

26 彼らは朝早く起きた。夜が明けかかると、サムエルは、屋上にいるサウルに叫んだ。「起きて

ください。あなたを送りましょう。」サウルは起きて、サムエルと二人で外に出た。

27 二人が町外れへと下っていたとき、サムエルがサウルに「しもべに、私たちより先に行くよう

に言ってください」と言ったので、しもべは先に行った。「あなたは、ここにしばらくとどま

ってください。神のことばをお聞かせしますから。」

第10章

1 サムエルは油の壺を取ってサウルの頭に注ぎ、彼に口づけして言った。「主が、ご自分のゆず

りの地と民を治める君主とするため、あなたに油を注がれたのではありませんか。

2 今日、私のもとを離れて行くとき、ベニヤミンの領内のツェルツァフにあるラケルの墓のそば

で、二人の人に会うでしょう。彼らはあなたに、『捜し歩いておられた雌ろばは見つかりまし

た。あなたの父上は、雌ろばのことはどうでもよくなり、息子のためにどうしたらよいのだろ

うと言って、あなたがたのことを心配しておられます』と言うでしょう。

3 そこからなお進んで、タボルの樫の木のところまで行くと、そこで、神のもとに行こうとベテ

ルに上って行く三人の人に会います。一人は子やぎを三匹持ち、一人は円形パンを三つ持ち、

一人はぶどう酒の皮袋を一つ持っています。

4 彼らはあなたにあいさつをして、あなたにパンを二つくれます。彼らの手から受け取りなさ

い。

5 それから、ペリシテ人の守備隊がいるギブア・エロヒムに着きます。その町に入るとき、琴、

タンバリン、笛、竪琴を鳴らす者を先頭に、預言をしながら高き所から下って来る預言者の一

団に出会います。

6 主の霊があなたの上に激しく下り、あなたも彼らと一緒に預言して、新しい人に変えられま

す。

7 これらのしるしがあなたに起こったら、自分の力でできることをしなさい。神があなたととも

におられるのですから。

8 私より先にギルガルに下って行きなさい。私も全焼のささげ物と交わりのいけにえを献げるた

めに、あなたのところへ下って行きます。私があなたのところに着くまで、そこで七日間待た

なければなりません。それからあなたがなすべきことを教えます。」

9 サウルがサムエルから去って行こうと背を向けたとき、神はサウルに新しい心を与えられた。

これらすべてのしるしは、その日のうちに起こった。

10 彼らがそこからギブアに行くと、見よ、預言者の一団が彼の方にやって来た。すると、神の霊

が彼の上に激しく下り、彼も彼らの間で預言した。



11 以前からサウルを知っている人たちはみな、彼が預言者たちと一緒に預言しているのを見た。

民は互いに言った。「キシュの息子は、いったいどうしたことか。サウルも預言者の一人なの

か。」

12 そこにいた一人も、これに応じて、「彼らの父はだれだろう」と言った。こういうわけで、

「サウルも預言者の一人なのか」ということが、語りぐさになった。

13 サウルは預言を終えて、高き所に帰って来た。

14 サウルのおじは、彼とそのしもべに言った。「どこに行っていたのか。」サウルは言った。

「雌ろばを捜しにです。どこにもいないと分かったので、サムエルのところに行って来まし

た。」

15 サウルのおじは言った。「サムエルはあなたがたに何と言ったか、私に話してくれ。」

16 サウルはおじに言った。「雌ろばは見つかっていると、はっきり私たちに知らせてくれまし

た。」しかし、サムエルが語った王位のことについては、おじに話さなかった。

17 サムエルはミツパで、民を主のもとに呼び集め、

18 イスラエル人に言った。「イスラエルの神、主はこう言われる。『イスラエルをエジプトから

連れ上り、あなたがたを、エジプトの手と、あなたがたを圧迫していたすべての王国の手から

救い出したのは、このわたしだ。』

19 しかし、あなたがたは今日、すべてのわざわいと苦しみからあなたがたを救ってくださる、あ

なたがたの神を退けて、『いや、私たちの上に王を立ててください』と言った。今、部族ご

と、分団ごとに、主の前に出なさい。」

20 サムエルは、イスラエルの全部族を近づかせた。すると、ベニヤミンの部族がくじで取り分け

られた。

21 そして、ベニヤミンの部族を、その氏族ごとに近づかせた。すると、マテリの氏族がくじで取

り分けられた。そして、キシュの息子サウルがくじで取り分けられた。人々はサウルを捜した

が、見つからなかった。

22 人々はさらに、主に「あの人はもう、ここに来ているのですか」と尋ねた。主は「見よ、彼は

荷物の間に隠れている」と言われた。

23 彼らは走って行って、そこから彼を連れて来た。サウルが民の中に立つと、民のだれよりも、

肩から上だけ高かった。

24 サムエルは民全体に言った。「主がお選びになったこの人を見なさい。民全体のうちに、彼の

ような者はいない。」民はみな、大声で叫んで、「王様万歳」と言った。

25 サムエルは民に王権の定めについて語り、それを文書に記して主の前に納めた。それから、サ

ムエルは民をみな、それぞれ自分の家へ帰した。

26 サウルもギブアの自分の家へ帰って行った。神に心を動かされた勇者たちは、彼について行っ

た。

27 しかし、よこしまな者たちは、「こいつがどうしてわれわれを救えるのか」と言って軽蔑し、

彼に贈り物を持って来なかった。しかし彼は黙っていた。

第11章

1 さて、アンモン人ナハシュが上って来て、ヤベシュ・ギルアデに対して陣を敷いた。ヤベシュ

の人々はみな、ナハシュに言った。「私たちと契約を結んでください。そうすれば、あなたに



仕えます。」

2 アンモン人ナハシュは彼らに言った。「次の条件でおまえたちと契約を結ぼう。おまえたち皆

の者の右の目をえぐり取ることだ。それをもってイスラエル全体に恥辱を負わせよう。」

3 ヤベシュの長老たちは彼に言った。「イスラエルの国中に使者を遣わすため、七日の猶予を与

えてください。もし、私たちを救う者がいなければ、あなたのところに出て行きます。」

4 使者たちはサウルのギブアに来て、これらのことばを民の耳に語った。民はみな、声をあげて

泣いた。

5 ちょうどそのとき、サウルが牛を追って畑から帰って来た。サウルは言った。「民が泣いてい

るが、いったい何が起こったのか。」彼らは、ヤベシュの人々のことばを彼に告げた。

6 サウルがこれらのことばを聞いたとき、神の霊がサウルの上に激しく下った。彼の怒りは激し

く燃え上がった。

7 彼は一くびきの牛を取り、それを切り分け、使者に託してイスラエルの国中に送り、「サウル

とサムエルに従って出て来ない者の牛は、このようにされる」と言った。主の恐れが民に下っ

て、彼らは一斉に出て来た。

8 サウルはベゼクで彼らを数えた。すると、イスラエルの人々は三十万人、ユダの人々は三万人

であった。

9 彼らは、やって来た使者たちに言った。「ヤベシュ・ギルアデの人にこう言いなさい。明日、

日が高くなるころ、あなたがたに救いがある。」使者たちは帰って行って、ヤベシュの人々に

告げたので、彼らは喜んだ。

10 ヤベシュの人々は言った。「私たちは、明日、あなたがたのところに出て行きます。あなたが

たの良いと思うように私たちにしてください。」

11 翌日、サウルは兵を三組に分け、夜明けの見張りの時に陣営に突入し、昼までアンモン人を討

った。生き残った者は散り散りになり、二人の者がともにいることはなかった。

12 民はサムエルに言った。「『サウルがわれわれを治めるのか』と言ったのはだれでしたか。そ

の者たちを引き渡してください。彼らを殺します。」

13 サウルは言った。「今日はだれも殺されてはならない。今日、主がイスラエルにおいて勝利を

もたらしてくださったのだから。」

14 サムエルは民に言った。「さあ、われわれはギルガルに行って、そこで王政を樹立しよう。」

15 民はみなギルガルに行き、ギルガルで、主の前にサウルを王とした。彼らはそこで、主の前に

交わりのいけにえを献げた。サウルとイスラエルのすべての者は、そこで大いに喜んだ。

第12章

1 サムエルは全イスラエルに言った。「見よ、あなたがたが私に言ったことを、私はことごとく

聞き入れ、あなたがたの上に王を立てた。

2 今、見なさい。王はあなたがたの先に立って歩んでいる。私は年をとり、髪も白くなった。そ

して、私の息子たちは、あなたがたとともにいる。私は若いときから今日まで、あなたがたの

先に立って歩んできた。

3 さあ今、主と主に油注がれた者の前で、私を訴えなさい。私はだれかの牛を取っただろうか。

だれかのろばを取っただろうか。だれかを虐げ、だれかを打ちたたいただろうか。だれかの手



から賄賂を受け取って自分の目をくらましただろうか。もしそうなら、あなたがたにお返しす

る。」

4 彼らは言った。「あなたは私たちを虐げたことも、踏みにじったことも、人の手から何かを取

ったこともありません。」

5 サムエルは彼らに言った。「あなたがたが私の手に何も見出さなかったことについては、今

日、あなたがたの間で主が証人であり、主に油注がれた者が証人である。」そこで、ある人が

「証人は」と言うと、

6 サムエルは「主である。モーセとアロンを立てて、あなたがたの先祖をエジプトの地から上ら

せた方である」と民に告げた。

7 「さあ、立ちなさい。私は、主があなたがたと、あなたがたの先祖に行われたすべての正義の

みわざを、主の前であなたがたに説き明かそう。

8 ヤコブがエジプトに行ったとき、あなたがたの先祖は主に叫んだ。主はモーセとアロンを遣わ

し、彼らはあなたがたの先祖をエジプトから導き出し、この場所に住まわせた。

9 しかし、先祖たちは自分たちの神、主を忘れたので、主は彼らをハツォルの軍の長シセラの

手、ペリシテ人の手、モアブの王の手に売り渡された。それで先祖たちは彼らと戦うことにな

ったのだ。

10 先祖たちは主に叫んで、『私たちは主を捨て、バアルやアシュタロテの神々に仕えて罪を犯し

ました。今、私たちがあなたに仕えるため、敵の手から救い出してください』と言った。

11 すると主は、エルバアルとバラクとエフタとサムエルを遣わし、あなたがたを周囲の敵の手か

ら救い出してくださった。それで、あなたがたは安らかに住んだのだ。

12 しかし、アンモン人の王ナハシュがあなたがたに向かって来るのを見たとき、あなたがたの

神、主があなたがたの王であるのに、『いや、王が私たちを治めるのだ』と私に言った。

13 今、見なさい。あなたがたが求め、選んだ王だ。見なさい。主はあなたがたの上に王を置かれ

た。

14 もし、あなたがたが主を恐れ、主に仕え、主の御声に聞き従い、主の命令に逆らわず、また、

あなたがたも、あなたがたを治める王も、自分たちの神、主の後に従うなら、それでよい。

15 しかし、もし、あなたがたが主の御声に聞き従わず、主の命令に逆らうなら、主の手が、あな

たがたとあなたがたの先祖の上に下る。

16 今、しっかり立って、主があなたがたの目の前で行われる、この大きなみわざを見なさい。

17 今は小麦の刈り入れ時ではないか。主が雷と雨を下されるようにと、私は主を呼び求める。あ

なたがたは王を求めることで、主の目の前に犯した悪が大きかったことを認めて、心に留めな

さい。」

18 そしてサムエルは主を呼び求めた。すると、主はその日、雷と雨を下された。民はみな、主と

サムエルを非常に恐れた。

19 民はみなサムエルに言った。「私たちが死なないように、しもべどものために、あなたの神、

主に祈ってください。私たちは、王を求めることによって、私たちのあらゆる罪の上に悪を加

えてしまったからです。」

20 サムエルは民に言った。「恐れてはならない。あなたがたは、このすべての悪を行った。しか

し主に従う道から外れず、心を尽くして主に仕えなさい。



21 役にも立たず、救い出すこともできない、空しいものを追う道へ外れてはならない。それら

は、空しいものだ。

22 主は、ご自分の大いなる御名のために、ご自分の民を捨て去りはしない。主は、あなたがたを

ご自分の民とすることを良しとされたからだ。

23 私もまた、あなたがたのために祈るのをやめ、主の前に罪ある者となることなど、とてもでき

ない。私はあなたがたに、良い正しい道を教えよう。

24 ただ主を恐れ、心を尽くして、誠実に主に仕えなさい。主がどれほど大いなることをあなたが

たになさったかを、よく見なさい。

25 あなたがたが悪を重ねるなら、あなたがたも、あなたがたの王も滅ぼし尽くされる。」

第13章

1 サウルは、ある年齢で王となり、二年間だけイスラエルを治めた。

2 サウルは、自分のためにイスラエルから三千人を選んだ。二千人はサウルとともにミクマスと

ベテルの山地にいて、千人はヨナタンとともにベニヤミンのギブアにいた。残りの兵は、それ

ぞれ自分の天幕に帰した。

3 ヨナタンは、ゲバにいたペリシテ人の守備隊長を打ち殺した。サウルのほうは国中に角笛を吹

き鳴らした。ペリシテ人たちは、だれかが「ヘブル人に思い知らせてやろう」と言うのを聞い

た。

4 全イスラエルは、「サウルがペリシテ人の守備隊長を打ち殺し、しかも、イスラエルがペリシ

テ人の恨みを買った」ということを聞いた。兵はギルガルでサウルのもとに呼び集められた。

5 ペリシテ人はイスラエル人と戦うために集まった。戦車三万、騎兵六千、それに海辺の砂のよ

うに数多くの兵たちであった。彼らは上って来て、ベテ・アベンの東、ミクマスに陣を敷い

た。

6 イスラエルの人々は、自分たちが危険なのを見てとった。兵たちがひどく追いつめられていた

からである。兵たちは洞穴や、奥まったところ、岩間、地下室、水溜めの中に隠れた。

7 あるヘブル人たちはヨルダン川を渡って、ガドの地、すなわちギルアデに行った。しかしサウ

ルはなおギルガルにとどまり、兵たちはみな震えながら彼に従っていた。

8 サウルは、サムエルがいることになっている例祭まで、七日間待ったが、サムエルはギルガル

に来なかった。それで、兵たちはサウルから離れて散って行こうとした。

9 サウルは、「全焼のささげ物と交わりのいけにえを私のところに持って来なさい」と言った。

そして全焼のささげ物を献げた。

10 彼が全焼のささげ物を献げ終えたとき、なんと、サムエルが来た。サウルは迎えに出て、彼に

あいさつした。

11 サムエルは言った。「あなたは、何ということをしたのか。」サウルは答えた。「兵たちが私

から離れて散って行こうとしていて、また、ペリシテ人がミクマスに集まっていたのに、あな

たが毎年の例祭に来ていないのを見たからです。

12 今、ペリシテ人がギルガルにいる私に向かって下って来ようとしているのに、まだ私は主に嘆

願していないと考え、あえて、全焼のささげ物を献げたのです。」

13 サムエルはサウルに言った。「愚かなことをしたものだ。あなたは、あなたの神、主が命じた

命令を守らなかった。主は今、イスラエルにあなたの王国を永遠に確立されたであろうに。



14 しかし、今や、あなたの王国は立たない。主はご自分の心にかなう人を求め、主はその人をご

自分の民の君主に任命しておられる。主があなたに命じられたことを、あなたが守らなかった

からだ。」

15 サムエルは立って、ギルガルからベニヤミンのギブアへ上って行った。サウルが彼とともにい

た兵を数えると、おおよそ六百人であった。

16 サウルと、息子ヨナタン、および彼らとともにいた兵は、ベニヤミンのゲバにとどまってい

た。一方、ペリシテ人はミクマスに陣を敷いていた。

17 ペリシテ人の陣営から、三つの組に分かれて略奪隊が出て来た。一つの組はオフラの道を進ん

でシュアルの地に向かい、

18 一つの組はベテ・ホロンの道を進み、一つの組は荒野の方、ツェボイムの谷を見下ろす国境の

道を進んだ。

19 さて、イスラエルの地には、どこにも鍛冶屋を見つけることができなかった。ヘブル人が剣や

槍を作るといけない、とペリシテ人が言っていたからであった。

20 イスラエルはみな、鋤や、鍬、斧、鎌を研ぐためにペリシテ人のところへ下って行っていた。

21 鎌や、鍬、三又の矛、斧、突き棒を直すのに、料金は一ピムであった。

22 戦いの日に、サウルやヨナタンと一緒にいた兵のうちだれの手にも、剣や槍はなかった。ただ

サウルと息子ヨナタンだけが持っていた。

23 ペリシテ人の先陣はミクマスの渡りに出た。

第14章

1 そのようなある日、サウルの息子ヨナタンは、道具持ちの若者に言った。「さあ、この向こう

側のペリシテ人の先陣の方へ行こう。」しかし、ヨナタンは父にそのことを知らせなかった。

2 サウルはギブアの外れで、ミグロンにある、ざくろの木の下に座っていた。彼とともにいた兵

は約六百人であった。

3 アヒヤは、エポデを身に着けていた。アヒヤはアヒトブの子で、アヒトブはイ・カボデの兄

弟、イ・カボデはピネハスの子、ピネハスは、シロで主の祭司であったエリの子である。兵た

ちは、ヨナタンが出て行ったことを知らなかった。

4 ヨナタンがペリシテ人の先陣の側に越えて行こうとしていた山峡には、手前側にも、向こう側

にも、切り立った岩があって、一方の側の名はボツェツ、もう一方の側の名はセンネといっ

た。

5 一方の岩は北側、ミクマスの側にあり、もう一方の岩は南側、ゲバの側にそそり立っていた。

6 ヨナタンは道具持ちの若者に言った。「さあ、この無割礼の者どもの先陣のところへ渡って行

こう。おそらく、主がわれわれに味方してくださるだろう。多くの人によっても、少しの人に

よっても、主がお救いになるのを妨げるものは何もない。」

7 道具持ちは言った。「何でも、お心のままになさってください。さあ、お進みください。私も

一緒に参ります。お心のままに。」

8 ヨナタンは言った。「さあ、あの者どものところに渡って行って、われわれの姿を現すのだ。

9 もし彼らが『おれたちがおまえらのところに行くまで、じっとしていろ』と言ったら、その場

に立ちとどまり、彼らのところに上って行かないでいよう。



10 しかし、もし彼らが『おれたちのところに上って来い』と言ったら、上って行こう。主が彼ら

を、われわれの手に渡されたのだから。これが、われわれへのしるしだ。」

11 二人はペリシテ人の先陣に身を現した。するとペリシテ人が言った。「おい、ヘブル人が、隠

れていた穴から出て来るぞ。」

12 先陣の者たちは、ヨナタンと道具持ちに呼びかけて言った。「おれたちのところに上って来

い。思い知らせてやる。」ヨナタンは道具持ちに言った。「私について上って来なさい。主が

イスラエルの手に彼らを渡されたのだ。」

13 ヨナタンは手足を使ってよじ登り、道具持ちも後に続いた。ペリシテ人はヨナタンの前に倒

れ、道具持ちがうしろで彼らを打ち殺した。

14 ヨナタンと道具持ちが最初に討ち取ったのは約二十人で、一ツェメドのおおよそ半分の広さの

場所で行われた。

15 そして陣営にも野にも、すべての兵のうちに恐れが起こった。先陣の者、略奪隊さえ恐れおの

のいた。地は震え、非常な恐れとなった。

16 ベニヤミンのギブアでサウルのために見張りをしていた者たちが見ると、大軍は震えおののい

て右往左往していた。

17 サウルは彼とともにいる兵に言った。「だれがわれわれのところから出て行ったかを、点呼し

て調べなさい。」彼らが点呼すると、ヨナタンと道具持ちがいなかった。

18 サウルはアヒヤに言った。「神の箱を持って来なさい。」神の箱は、そのころ、イスラエル人

の間にあったからである。

19 サウルが祭司とまだ話している間に、ペリシテ人の陣営の騒動は、ますます大きくなっていっ

た。サウルは祭司に「手を戻しなさい」と言った。

20 サウルと、彼とともにいた兵がみな集まって戦場に行くと、そこでは剣をもって同士討ちをし

ていて、非常に大きな混乱が起こっていた。

21 それまでペリシテ人について、彼らと一緒に陣営に上って来ていたヘブル人も転じて、サウル

とヨナタンとともにいるイスラエル人の側につくようになった。

22 また、エフライムの山地に隠れていたすべてのイスラエル人も、ペリシテ人が逃げたと聞い

て、戦いに加わってペリシテ人に追い迫った。

23 その日、主はイスラエルを救われた。そして、戦いはベテ・アベンに移った。

24 さて、その日、イスラエル人はひどく苦しんでいた。サウルは、「夕方、私が敵に復讐するま

で、食物を食べる者はのろわれよ」と言って、兵たちに誓わせていた。それで兵たちはだれも

食物を口にしていなかったのであった。

25 この地はどこでも、森に入って行くと、地面に蜜があった。

26 兵たちが森に入ると、なんと、蜜が滴っていたが、だれも手に付けて口に入れる者はいなかっ

た。兵たちは誓いを恐れていたのである。

27 しかし、ヨナタンは、父が兵たちに誓わせたことを聞いていなかった。彼は手にあった杖の先

を伸ばして、蜜蜂の巣に浸し、それを手に付けて口に入れた。すると彼の目が輝いた。

28 兵の一人がそれを見て言った。「あなたの父上は、兵たちに堅く誓わせて、『今日、食物を食

べる者はのろわれる』とおっしゃいました。それで兵たちは疲れているのです。」

29 ヨナタンは言った。「父はこの国を悩ませている。ほら、この蜜を少し口にしたので、私の目

は輝いている。



30 もしも今日、兵たちが、自分たちが見つけた敵からの分捕り物を十分食べていたなら、今ごろ

は、もっと多くのペリシテ人を討ち取っていただろうに。」

31 その日彼らは、ミクマスからアヤロンに至るまでペリシテ人を討った。それで兵たちはたいへ

ん疲れていた。

32 兵たちは分捕り物に飛びかかり、羊、牛、若い牛を取り、その場で屠った。兵たちは血が付い

たままで、それを食べた。

33 すると、「ご覧ください。兵たちが血のままで食べて、主に罪を犯しています」と、サウルに

告げる者がいた。サウルは言った。「おまえたちは裏切った。今、大きな石を転がして来なさ

い。」

34 そしてサウルは言った。「兵の中に散って行って、彼らに言いなさい。『それぞれ自分の牛か

羊を私のところに連れて来て、ここで屠って食べなさい。血のままで食べて主に罪を犯しては

ならない。』」兵はみな、その夜、それぞれ自分の手で牛を連れて来て、そこで屠った。

35 サウルは主のために祭壇を築いた。これは、彼が主のために築いた最初の祭壇であった。

36 サウルは言った。「夜、ペリシテ人を追って下り、明け方までに彼らからかすめ奪い、一人も

残しておかないようにしよう。」すると兵は言った。「あなたが良いと思うようにしてくださ

い。」しかし祭司は言った。「ここで、われわれは神の前に出ましょう。」

37 サウルは神に伺った。「私はペリシテ人を追って下って行くべきでしょうか。彼らをイスラエ

ルの手に渡してくださるのでしょうか。」しかしその日、神は彼にお答えにならなかった。

38 サウルは言った。「民のかしらたちはみな、ここに近寄りなさい。今日、どうしてこの罪が起

こったのかを確かめてみなさい。

39 まことに、イスラエルを救う主は生きておられる。たとえ、それが私の息子ヨナタンであって

も、必ず死ななければならない。」しかし、民のうちだれも彼に答える者はいなかった。

40 サウルはすべてのイスラエル人たちに言った。「おまえたちは、こちら側にいなさい。私と息

子ヨナタンは、あちら側にいることにしよう。」民はサウルに言った。「あなたが良いと思う

ようにしてください。」

41 サウルはイスラエルの神、主に「みこころをお示しください」と言った。すると、ヨナタンと

サウルが取り分けられ、民は外れた。

42 サウルは言った。「私か、私の息子ヨナタンかを決めてください。」するとヨナタンが取り分

けられた。

43 サウルはヨナタンに言った。「何をしたのか、私に話しなさい。」ヨナタンは彼に話した。

「確かに、手にあった杖の先で、少しばかりの蜜を口にしました。この私が死ななければなり

ません。」

44 サウルは言った。「神が幾重にも罰してくださるように。ヨナタン、おまえは必ず死ななけれ

ばならない。」

45 民はサウルに言った。「この大勝利をイスラエルにもたらしたヨナタンが死ななければならな

いのですか。絶対にそんなことはあり得ません。主は生きておられます。あの方の髪の毛一本

でも地に落ちてはなりません。今日、あの方は神とともにこれをなさったのです。」こうして

民がヨナタンを救ったので、彼は死ななかった。

46 サウルはペリシテ人を追うのをやめて引き揚げ、ペリシテ人は自分たちのところへ帰って行っ

た。



47 さてサウルは、イスラエルの王権を握ってから、周囲のすべての敵と戦った。モアブ、アンモ

ン人、エドム、ツォバの王たち、ペリシテ人と戦い、どこに行っても彼らを敗走させた。

48 彼は勇気を奮って、アマレク人を討ち、イスラエル人を略奪者の手から救い出した。

49 さて、サウルの息子は、ヨナタン、イシュウィ、マルキ・シュア、二人の娘の名は、姉がメラ

ブ、妹がミカルであった。

50 サウルの妻の名はアヒノアムで、アヒマアツの娘であった。軍の長の名はアブネルで、ネルの

子でサウルのおじであった。

51 キシュはサウルの父であり、アブネルの父ネルは、アビエルの子であった。

52 サウルの一生の間、ペリシテ人との激しい戦いがあった。サウルは勇気のある者や、力のある

者を見つけると、その人たちをみな、召しかかえることにしていた。

第15章

1 サムエルはサウルに言った。「主は私を遣わして、あなたに油を注ぎ、主の民イスラエルの王

とされた。今、主の言われることを聞きなさい。

2 万軍の主はこう言われる。『わたしは、イスラエルがエジプトから上って来る途中で、アマレ

クがイスラエルに対して行ったことを覚えている。

3 今、行ってアマレクを討ち、そのすべてのものを聖絶しなさい。容赦してはならない。男も女

も、幼子も乳飲み子も、牛も羊も、らくだもろばも殺しなさい。』」

4 サウルは兵を呼び集めた。テライムで彼らを数えると、歩兵が二十万、ユダの兵が一万であっ

た。

5 サウルはアマレクの町へ行って、谷で待ち伏せした。

6 サウルはケニ人たちに言った。「さあ、アマレク人のもとを離れて下って行きなさい。私があ

なたがたを彼らと一緒にするといけないから。あなたがたは、イスラエル人がみなエジプトか

ら上って来たとき、親切にしてくれたのです。」ケニ人はアマレク人の中から離れた。

7 サウルは、ハビラからエジプトの国境にあるシュルに至るまで、アマレク人を討ち、

8 アマレク人の王アガグを生け捕りにし、その民のすべてを剣の刃で聖絶した。

9 サウルとその兵たちは、アガグと、肥えた羊や牛の最も良いもの、子羊とすべての最も良いも

のを惜しんで、これらを聖絶しようとしなかった。ただ、つまらない値打ちのないものだけを

聖絶したのである。

10 主のことばがサムエルに臨んだ。

11 「わたしはサウルを王に任じたことを悔やむ。彼はわたしに背を向け、わたしのことばを守ら

なかったからだ。」それでサムエルは怒り、夜通し主に向かって叫んだ。

12 翌朝、サムエルはサウルに会いに行こうとして早く起きた。すると、サムエルに、「サウルは

カルメルに来て、もう自分のために記念碑を立てました。そして向きを変えて進んで行き、ギ

ルガルに下りました」という知らせがあった。

13 サムエルはサウルのところに来た。サウルは彼に言った。「あなたが主に祝福されますよう

に。私は主のことばを守りました。」

14 サムエルは言った。「では、私の耳に入るこの羊の声、私に聞こえる牛の声は、いったい何で

すか。」



15 サウルは答えた。「アマレク人のところから連れて来ました。兵たちは、あなたの神、主に、

いけにえを献げるために、羊と牛の最も良いものを惜しんだのです。しかし、残りの物は聖絶

しました。」

16 サムエルはサウルに言った。「やめなさい。昨夜、主が私に言われたことをあなたに知らせま

す。」サウルは彼に言った。「お話しください。」

17 サムエルは言った。「あなたは、自分の目には小さい者であっても、イスラエルの諸部族のか

しらではありませんか。主があなたに油を注ぎ、イスラエルの王とされたのです。

18 主はあなたに使命を与えて言われました。『行って、罪人アマレク人を聖絶せよ。彼らを絶滅

させるまで戦え。』

19 なぜ、あなたは主の御声に聞き従わず、分捕り物に飛びかかり、主の目に悪であることを行っ

たのですか。」

20 サウルはサムエルに答えた。「私は、主の御声に聞き従い、主が私に授けられた使命の道を進

みました。私はアマレク人の王アガグを連れて来て、アマレク人たちは聖絶しました。

21 兵たちは、ギルガルであなたの神、主にいけにえを献げるために、聖絶の物の中の最上のもの

として、分捕り物の中から羊と牛を取ったのです。」

22 サムエルは言った。 「主は、全焼のささげ物やいけにえを、 主の御声に聞き従うことほどに

喜ばれるだろうか。 見よ。聞き従うことは、いけにえにまさり、 耳を傾けることは、雄羊の

脂肪にまさる。

23 従わないことは占いの罪、 高慢は偶像礼拝の悪。 あなたが主のことばを退けたので、 主もあ

なたを王位から退けた。」

24 サウルはサムエルに言った。「私は罪を犯しました。兵たちを恐れて、彼らの声に聞き従い、

主の命令と、あなたのことばに背いたからです。

25 どうか今、私の罪を見逃してください。そして、私が主を礼拝することができるように、一緒

に帰ってください。」

26 サムエルはサウルに言った。「私はあなたと一緒に帰りません。あなたは主のことばを退け、

主があなたをイスラエルの王位から退けられたからです。」

27 サムエルが引き返して行こうとしたとき、サウルが彼の上着の裾をつかんだので、上着は裂け

た。

28 サムエルは彼に言った。「主は、今日、あなたからイスラエル王国を引き裂いて、これをあな

たよりすぐれた隣人に与えられました。

29 実に、イスラエルの栄光である方は、偽ることもなく、悔やむこともない。この方は人間では

ないので、悔やむことがない。」

30 サウルは言った。「私は罪を犯しました。しかし、どうか今は、私の民の長老とイスラエルと

の前で私を立ててください。どうか一緒に帰ってください。私はあなたの神、主を礼拝しま

す。」

31 サムエルはサウルについて帰り、サウルは主を礼拝した。

32 サムエルは言った。「アマレクの王アガグを、私のところに連れて来なさい。」アガグは、喜

び勇んで彼のもとに来た。アガグは「きっと、死の苦しみが去るだろう」と思ったのであっ

た。



33 サムエルは言った。「おまえの剣が、女たちから子を奪ったように、おまえの母も、女たちの

うちで子を奪われた者となる。」こうしてサムエルは、ギルガルにおいて主の前で、アガグを

ずたずたに切った。

34 サムエルはラマへ行き、サウルはサウルのギブアにある自分の家へ上って行った。

35 サムエルは死ぬ日まで、再びサウルを見ることはなかった。しかしサムエルはサウルのことで

悲しんだ。主も、サウルをイスラエルの王としたことを悔やまれた。

第16章

1 主はサムエルに言われた。「いつまであなたはサウルのことで悲しんでいるのか。わたしは彼

をイスラエルの王位から退けている。角に油を満たせ。さあ、わたしはあなたをベツレヘム人

エッサイのところに遣わす。彼の息子たちの中に、わたしのために王を見出したから。」

2 サムエルは言った。「どうして私が行けるでしょうか。サウルが聞いたら、私を殺すでしょ

う。」主は言われた。「一頭の雌の子牛を手にし、『主にいけにえを献げるために来ました』

と言い、

3 エッサイを祝宴に招け。わたしが、あなたのなすべきことを教えよう。あなたはわたしのため

に、わたしが言う人に油を注げ。」

4 サムエルは主がお告げになったとおりにして、ベツレヘムにやって来た。町の長老たちは身震

いしながら彼を迎えて言った。「平和なことでおいでになったのですか。」

5 サムエルは言った。「平和なことです。主にいけにえを献げるために来ました。身を聖別し

て、一緒に祝宴に来てください。」そして、サムエルはエッサイと彼の息子たちを聖別し、彼

らを祝宴に招いた。

6 彼らが来たとき、サムエルはエリアブを見て、「きっと、主の前にいるこの者が、主に油を注

がれる者だ」と思った。

7 主はサムエルに言われた。「彼の容貌や背の高さを見てはならない。わたしは彼を退けてい

る。人が見るようには見ないからだ。人はうわべを見るが、主は心を見る。」

8 エッサイはアビナダブを呼んで、サムエルの前に進ませた。サムエルは「この者も主は選んで

おられない」と言った。

9 エッサイはシャンマを進ませたが、サムエルは「この者も主は選んでおられない」と言った。

10 エッサイは七人の息子をサムエルの前に進ませたが、サムエルはエッサイに言った。「主はこ

の者たちを選んでおられない。」

11 サムエルはエッサイに言った。「子どもたちはこれで全部ですか。」エッサイは言った。「ま

だ末の子が残っています。今、羊の番をしています。」サムエルはエッサイに言った。「人を

遣わして、連れて来なさい。その子が来るまで、私たちはここを離れないから。」

12 エッサイは人を遣わして、彼を連れて来させた。彼は血色が良く、目が美しく、姿も立派だっ

た。主は言われた。「さあ、彼に油を注げ。この者がその人だ。」

13 サムエルは油の角を取り、兄弟たちの真ん中で彼に油を注いだ。主の霊がその日以来、ダビデ

の上に激しく下った。サムエルは立ち上がってラマへ帰って行った。

14 さて、主の霊はサウルを離れ去り、主からの、わざわいの霊が彼をおびえさせた。

15 サウルの家来たちは彼に言った。「ご覧ください。わざわいをもたらす、神の霊が王をおびえ

させています。



16 わが君。どうか御前におりますこの家来どもに命じて、上手に竪琴を弾く者を探させてくださ

い。わざわいをもたらす、神の霊が王に臨むとき、その者が竪琴を手にして弾くと、王は良く

なられるでしょう。」

17 サウルは家来たちに言った。「私のために上手な弾き手を見つけて、私のところに連れて来な

さい。」

18 家来の一人が答えた。「ご覧ください。ベツレヘム人エッサイの息子を見たことがあります。

弦を上手に奏でることができ、勇士であり、戦士の出です。物事の判断ができ、体格も良い人

です。主が彼とともにおられます。」

19 サウルは使いをエッサイのところに送って、「羊とともにいるあなたの息子ダビデを、私のと

ころによこしなさい」と言った。

20 エッサイは、ろば一頭分のパンと、ぶどう酒の皮袋一つ、子やぎ一匹を取り、息子ダビデの手

に託してサウルに送った。

21 ダビデはサウルのもとに来て、彼に仕えた。サウルは彼がたいへん気に入り、ダビデはサウル

の道具持ちとなった。

22 サウルはエッサイのところに人を遣わして、「ダビデを私に仕えさせなさい。気に入ったか

ら」と言った。

23 神の霊がサウルに臨むたびに、ダビデは竪琴を手に取って弾いた。するとサウルは元気を回復

して、良くなり、わざわいの霊は彼を離れ去った。

第17章

1 ペリシテ人は戦いのために軍隊を召集した。ユダのソコに集まり、ソコとアゼカの間にあるエ

フェス・ダミムに陣を敷いた。

2 一方、サウルとイスラエル人は集まってエラの谷に陣を敷き、ペリシテ人に対する戦いの備え

をした。

3 ペリシテ人は向かい側の山の上に構え、イスラエル人は手前側の山の上に構えた。その間には

谷があった。

4 一人の代表戦士が、ペリシテ人の陣営から出て来た。その名はゴリヤテ。ガテの生まれで、そ

の背の高さは六キュビト半。

5 頭には青銅のかぶとをかぶり、鱗綴じのよろいを着けていた。胸当ての重さは青銅で五千シェ

ケル。

6 足には青銅のすね当てを着け、背には青銅の投げ槍を負っていた。

7 槍の柄は機織りの巻き棒のようであり、槍の穂先は鉄で、六百シェケルあった。盾持ちが彼の

前を歩いていた。

8 ゴリヤテは突っ立って、イスラエル人の陣列に向かって叫んだ。「何のために、おまえらは出

て来て、戦いの備えをするのか。おれはペリシテ人、おまえらはサウルの奴隷どもではない

か。一人を選んで、おれのところによこせ。

9 おれと戦っておれを殺せるなら、おれたちはおまえらの奴隷になる。だが、おれが勝ってそい

つを殺したら、おまえらがおれたちの奴隷になって、おれたちに仕えるのだ。」

10 そのペリシテ人は言った。「今日、この日、おれがイスラエルの陣を愚弄してやる。一人をよ

こせ。ひとつ勝負をしようではないか。」



11 サウルと全イスラエルは、ペリシテ人のことばを聞き、気をくじかれて非常に恐れた。

12 さて、ダビデは、ユダのベツレヘム出身の、エッサイという名のエフラテ人の息子であった。

エッサイには八人の息子がいた。この人はサウルの時代には、年をとって老人になっていた。

13 エッサイの上の三人の息子たちは、サウルに従って戦いに出ていた。戦いに行っていた三人の

息子の名は、長男エリアブ、次男アビナダブ、三男シャンマであった。

14 ダビデは末っ子で、上の三人がサウルに従って出ていたのである。

15 ダビデは、サウルのところへ行ったり、帰ったりしていた。ベツレヘムの父の羊を世話するた

めであった。

16 例のペリシテ人は、四十日間、朝早くと夕暮れに出て来て立ち構えた。

17 エッサイは息子ダビデに言った。「さあ、兄さんたちのために、この炒り麦一エパと、このパ

ン十個を取り、兄さんたちの陣営に急いで持って行きなさい。

18 この十個のチーズは千人隊の長に届け、兄さんたちの安否を確認しなさい。そして、しるしを

持って来なさい。

19 サウルと兄さんたち、それにイスラエルの人はみな、エラの谷でペリシテ人と戦っているか

ら。」

20 ダビデは翌朝早く、羊を番人に預け、エッサイが命じたとおりに、言われた物を持って出かけ

た。彼が野営地に来ると、軍勢はときの声をあげて陣地に向かうところであった。

21 イスラエル人とペリシテ人は、向かい合って陣を敷いていた。

22 ダビデは、父からことづかった物を武器を守る者に預け、陣地に走って来て、兄たちに安否を

尋ねた。

23 ダビデが彼らと話していると、なんと、そのとき、あの代表戦士が、ペリシテ人の陣地から上

って来た。ガテ出身のゴリヤテという名のペリシテ人であった。彼は前と同じことを語った。

ダビデはこれを聞いた。

24 イスラエルの人はみな、この男を見たとき、彼の前から逃げ、非常に恐れた。

25 イスラエルの人々は言った。「この上って来た男を見たか。イスラエルをそしるために上って

来たのだ。あれを討ち取る者がいれば、王はその人を大いに富ませ、その人に自分の娘を与

え、その父の家にイスラエルでは何も義務を負わせないそうだ。」

26 ダビデは、そばに立っている人たちに言った。「このペリシテ人を討ち取って、イスラエルの

恥辱を取り除く者には、どうされるのですか。この無割礼のペリシテ人は何なのですか。生け

る神の陣をそしるとは。」

27 兵たちは、先のことばのように、彼を討ち取った者には、これこれをされる、と言った。

28 兄のエリアブは、ダビデが人々と話しているのを聞いた。エリアブはダビデに怒りを燃やして

言った。「いったい、おまえは、なぜやって来たのか。荒野にいるあのわずかな羊を、だれに

預けて来たのか。私には、おまえのうぬぼれと心にある悪が分かっている。戦いを見にやって

来たのではないのか。」

29 ダビデは言った。「私が今、何をしたというのですか。一言、話しただけではありません

か。」

30 ダビデは兄から別の人の方に向き直り、同じことを尋ねた。すると、兵たちは先ほどと同じ返

事をした。



31 ダビデが言ったことは人々の耳に入り、サウルに告げられた。それで、サウルはダビデを呼び

寄せた。

32 ダビデはサウルに言った。「あの男のために、だれも気を落としてはなりません。このしもべ

が行って、あのペリシテ人と戦います。」

33 サウルはダビデに言った。「おまえは、あのペリシテ人のところへ行って、あれと戦うことは

できない。おまえはまだ若いし、あれは若いときから戦士だったのだから。」

34 ダビデはサウルに言った。「しもべは、父のために羊の群れを飼ってきました。獅子や熊が来

て、群れの羊を取って行くと、

35 しもべはその後を追って出て、それを打ち殺し、その口から羊を救い出します。それがしもべ

に襲いかかるようなときは、そのひげをつかみ、それを打って殺してしまいます。

36 しもべは、獅子でも熊でも打ち殺しました。この無割礼のペリシテ人も、これらの獣の一匹の

ようになるでしょう。生ける神の陣をそしったのですから。」

37 そして、ダビデは言った。「獅子や熊の爪からしもべを救い出してくださった主は、このペリ

シテ人の手からも私を救い出してくださいます。」サウルはダビデに言った。「行きなさい。

主がおまえとともにいてくださるように。」

38 サウルはダビデに自分のよろいかぶとを着けさせた。頭に青銅のかぶとをかぶらせて、それか

ら身によろいを着けさせたのである。

39 ダビデは、そのよろいの上にサウルの剣を帯びた。慣れていなかったので、ためしに歩いてみ

た。ダビデはサウルに言った。「これらのものを着けては、歩くこともできません。慣れてい

ませんから。」ダビデはそれを脱いだ。

40 そして自分の杖を手に取り、川から五つの滑らかな石を選んで、それを羊飼いの使う袋、投石

袋に入れ、石投げを手にし、そのペリシテ人に近づいて行った。

41 そのペリシテ人は盾持ちを前に立て、ダビデの方にじりじりと進んで来た。

42 ペリシテ人は、ダビデに目を留めて彼を見つめ、彼を蔑んだ。ダビデが血色の良い、姿の美し

い少年だったからである。

43 ペリシテ人はダビデに言った。「おれは犬か。杖を持って向かって来るとは。」ペリシテ人は

自分の神々によってダビデを呪った。

44 ペリシテ人はダビデに言った。「さあ、来い。おまえの肉を空の鳥や野の獣にくれてやろ

う。」

45 ダビデはペリシテ人に言った。「おまえは、剣と槍と投げ槍を持って私に向かって来るが、私

は、おまえがそしったイスラエルの戦陣の神、万軍の主の御名によって、おまえに立ち向か

う。

46 今日、主はおまえを私の手に渡される。私はおまえを殺しておまえの頭を胴体から離し、今

日、ペリシテ人の軍勢の屍を、空の鳥、地の獣に与えてやる。すべての国は、イスラエルに神

がおられることを知るだろう。

47 ここに集まっているすべての者も、剣や槍がなくても、主が救いをもたらすことを知るだろ

う。この戦いは主の戦いだ。主は、おまえたちをわれわれの手に渡される。」

48 そのとき、そのペリシテ人はダビデの方に近づき始めた。ダビデは、すばやく戦場を走って行

き、ペリシテ人に立ち向かった。



49 ダビデは手を袋の中に入れて、石を一つ取り、石投げでそれを放って、ペリシテ人の額を撃っ

た。石は額に食い込み、彼はうつぶせに地面に倒れた。

50 ダビデは、石投げと石一つでこのペリシテ人に勝ち、このペリシテ人を撃って、彼を殺した。

ダビデの手に剣はなかったが。

51 ダビデは走って行ってペリシテ人の上に立ち、彼の剣を奪ってさやから抜き、とどめを刺して

首をはねた。 ペリシテ人たちは、自分たちの勇士が死んだのを見て逃げた。

52 イスラエルとユダの人々は立ち上がり、ときの声をあげて、ペリシテ人をガイの谷間に至るま

で、そしてエクロンの門まで追った。それでペリシテ人は、シャアライムの道に、ガテとエク

ロンに至るまで、刺し殺されて倒れていた。

53 イスラエル人はペリシテ人追撃から引き返して、ペリシテ人の陣営を略奪した。

54 ダビデは、あのペリシテ人の首を取ってエルサレムに持ち帰った。しかし、武具は自分の天幕

に置いた。

55 サウルは、ダビデがあのペリシテ人に向かって出て行くのを見たとき、軍の長アブネルに言っ

た。「アブネル、あの若者はだれの息子か。」アブネルは言った。「王様、お誓いしますが、

私は存じません。」

56 そこで、王は命じた。「あなたは、あの少年がだれの息子かを調べなさい。」

57 ダビデがペリシテ人を討ち取って帰って来たとき、アブネルは彼をサウルの前に連れて来た。

ダビデはペリシテ人の首を手にしていた。

58 サウルは彼に言った。「若者よ、おまえはだれの息子か。」ダビデは言った。「あなたのしも

べ、ベツレヘム人エッサイの息子です。」

第18章

1 ダビデがサウルと語り終えたとき、ヨナタンの心はダビデの心に結びついた。ヨナタンは、自

分自身のようにダビデを愛した。

2 サウルはその日、ダビデを召しかかえ、父の家に帰らせなかった。

3 ヨナタンは、自分自身のようにダビデを愛したので、ダビデと契約を結んだ。

4 ヨナタンは着ていた上着を脱いで、それをダビデに与え、自分のよろいかぶと、さらに剣、

弓、帯までも彼に与えた。

5 ダビデは、サウルが遣わすところどこへでも出て行き、勝利を収めた。サウルは彼を戦士たち

の長とした。このことは、すべての兵たちにも、サウルの家来たちにも喜ばれた。

6 皆が戻り、ダビデがあのペリシテ人を討ち取って帰って来たとき、女たちは、イスラエルのす

べての町から、タンバリンや三弦の琴をもって、喜びつつ、歌い踊りながら出て来て、サウル

王を迎えた。

7 女たちは、笑いながら歌い交わした。 「サウルは千を討ち、 ダビデは万を討った。」

8 サウルは、このことばを聞いて激しく怒り、不機嫌になって言った。「ダビデには万と言い、

私には千と言う。あれにないのは王位だけだ。」

9 その日以来、サウルはダビデに目をつけるようになった。

10 その翌日、わざわいをもたらす、神の霊がサウルに激しく下り、彼は家の中で狂いわめいた。

ダビデはいつものように竪琴を手にして弾いたが、サウルの手には槍があった。



11 サウルは槍を投げつけた。ダビデを壁に突き刺してやろうと思ったのである。ダビデはサウル

の攻撃から二度も身をかわした。

12 サウルはダビデを恐れた。それは、主がダビデとともにおられ、サウルを離れ去られたからで

ある。

13 サウルはダビデを自分のもとから離し、彼を千人隊の長にした。ダビデは兵の先に立って行動

した。

14 主が彼とともにおられたので、ダビデは、行くところどこででも勝利を収めた。

15 彼が大勝利を収めるのを見て、サウルは彼を恐れた。

16 イスラエルもユダも、皆がダビデを愛した。彼が彼らの先に立って行動したからである。

17 サウルはダビデに言った。「これは、私の上の娘メラブだ。これをおまえの妻として与えよ

う。ただ、私のために勇敢にふるまい、主の戦いを戦ってくれ。」サウルは、自分の手を下さ

ないで、ペリシテ人に手を下させよう、と思ったのである。

18 ダビデはサウルに言った。「私は何者なのでしょう。私の家族、私の父の氏族もイスラエルで

は何者なのでしょう。私が王の婿になるとは。」

19 ところが、サウルの娘メラブをダビデに与えるというときになって、彼女はメホラ人のアデリ

エルに妻として与えられた。

20 サウルの娘ミカルはダビデを愛していた。そのことがサウルに告げられた。そのことは、サウ

ルの目には良いことに思えた。

21 サウルは、「ミカルを彼にやろう。ミカルは彼にとって罠となり、ペリシテ人の手が彼に下る

だろう」と思った。そして、サウルはもう一度ダビデに言った。「今日こそ、おまえは婿にな

るのだ。」

22 サウルは家来たちに命じた。「ダビデにひそかにこう告げなさい。『ご覧ください。王はあな

たが気に入り、家来たちもみな、あなたを愛しています。今、王の婿になってください。』」

23 サウルの家来たちは、このことばをダビデの耳に入れた。ダビデは言った。「王の婿になるの

がたやすいことに見えるのか。私は貧しく、身分の低い者だ。」

24 サウルの家来たちは、ダビデがこのように言っています、と言ってサウルに報告した。

25 サウルは言った。「ダビデにこう言うがよい。王は花嫁料を望んではいない。ただ王の敵に復

讐するため、ペリシテ人の陽の皮百だけを望んでいると。」サウルは、ダビデをペリシテ人の

手で倒そうと考えていた。

26 サウルの家来たちはこのことばをダビデに告げた。王の婿になることは、ダビデの目には良い

ことに思えた。そこで、期限が過ぎる前に、

27 ダビデは立って、部下と出て行き、ペリシテ人二百人を討って、その陽の皮を持ち帰った。こ

うしてダビデは、王の婿になるために、王に対して約束を果たした。サウルは娘ミカルを妻と

してダビデに与えた。

28 サウルは、主がダビデとともにおられ、サウルの娘ミカルがダビデを愛していることを見、ま

た知った。

29 サウルは、ますますダビデを恐れた。サウルはずっと、ダビデの敵となった。

30 ペリシテ人の首長たちが出陣して来たが、彼らが出て来るたびに、ダビデはサウルの家来たち

のすべてにまさる戦果をあげ、彼の名は大いに尊ばれた。



第19章

1 サウルは、ダビデを殺すと、息子ヨナタンやすべての家来に告げた。しかし、サウルの息子ヨ

ナタンはダビデを非常に愛していた。

2 ヨナタンはダビデに告げた。「父サウルは、あなたを殺そうとしています。明日の朝は注意し

てください。隠れ場にとどまり、身を隠していてください。

3 私はあなたのいる野に出て行って、父のそばに立ち、あなたのことを父に話します。何か分か

ったら、あなたに知らせます。」

4 ヨナタンはダビデを弁護し、父サウルに言った。「王よ、しもべダビデのことで罪を犯さない

でください。彼はあなたに対して罪を犯してはいません。むしろ、彼のしたことは、あなたに

とって大きな益となっています。

5 彼が自分のいのちをかけてペリシテ人を討ったので、主は大きな勝利をイスラエル全体にもた

らしてくださったのです。あなたはそれを見て喜ばれました。なぜ、何の理由もなくダビデを

殺し、咎のない者の血を流して、罪ある者となられるのですか。」

6 サウルはヨナタンの言うことを聞き入れた。サウルは誓った。「主は生きておられる。あれは

殺されることはない。」

7 ヨナタンはダビデを呼んで、このことすべてを告げた。ヨナタンがダビデをサウルのところに

連れて来たので、ダビデは以前のようにサウルに仕えることになった。

8 再び戦いが起こった。ダビデは出て行って、ペリシテ人と戦い、彼らを討って大損害を与え

た。彼らはダビデの前から逃げた。

9 わざわいをもたらす、主の霊がサウルに臨んだ。サウルは自分の家で座っていて、手には槍を

持っていた。ダビデは竪琴を手にして弾いていた。

10 サウルは槍でダビデを壁に突き刺そうとした。ダビデがサウルから身を避けたので、サウルは

槍を壁に打ちつけた。ダビデは逃げ、その夜は難を逃れた。

11 サウルはダビデの家に使者たちを遣わし、彼を見張らせ、朝に彼を殺そうとした。ダビデの妻

ミカルはダビデに告げた。「今夜、自分のいのちを救わなければ、明日、あなたは殺されてし

まいます。」

12 そして、ミカルはダビデを窓から降ろし、彼は逃げて難を逃れた。

13 ミカルはテラフィムを取って、寝床の上に置き、やぎの毛で編んだものを頭のところに置き、

それを衣服でおおった。

14 サウルはダビデを捕らえようと、使者たちを遣わした。ミカルは「あの人は病気です」と言っ

た。

15 サウルはダビデを見定めるために、同じ使者たちを遣わして言った。「あれを寝床のまま、私

のところに連れて来い。あれを殺すのだ。」

16 使者たちが入って見ると、なんと、テラフィムが寝床にあり、やぎの毛で編んだものが頭のと

ころにあった。

17 サウルはミカルに言った。「なぜ、このようにして私をだまし、私の敵を逃がして、逃れさせ

たのか。」ミカルはサウルに言った。「あの人が、『逃がしてくれ。私がどうしておまえを殺

せるだろうか』と私に言ったのです。」

18 ダビデは逃げて、難を逃れ、ラマのサムエルのところに来た。そしてサウルが自分にしたこと

一切をサムエルに告げた。彼とサムエルは、ナヨテに行って住んだ。



19 するとサウルに「ダビデは、なんとラマのナヨテにいます」という知らせがあった。

20 サウルはダビデを捕らえようと、使者たちを遣わした。彼らは、預言者の一団が預言し、サム

エルがその監督をする者として立っているのを見た。神の霊がサウルの使者たちに臨み、彼ら

もまた、預言した。

21 このことをサウルに告げる者がいたので、彼はほかの使者たちを遣わしたが、彼らもまた、預

言した。サウルはさらに三度目の使者たちを遣わしたが、彼らもまた、預言した。

22 サウル自身もラマに来た。彼はセクにある大きな井戸まで来て、「サムエルとダビデはどこに

いるか」と尋ねた。すると、「今、ラマのナヨテにいます」という答えが返ってきた。

23 サウルはそこへ、ラマのナヨテへ出て行った。彼にも神の霊が臨んだので、彼は預言しながら

歩いて、ラマのナヨテまで来た。

24 彼もまた衣類を脱ぎ、サムエルの前で預言し、一昼夜、裸のまま倒れていた。このために、

「サウルも預言者の一人なのか」と言われるようになった。

第20章

1 ダビデはラマのナヨテから逃げて、ヨナタンのもとに来て言った。「私があなたの父上の前に

何をし、私にどんな咎があり、どんな罪があるというのですか。父上が私のいのちを求めてお

られるとは。」

2 ヨナタンは彼に言った。「とんでもないことです。あなたが死ぬはずはありません。父は、事

の大小を問わず、私の耳に入れずに何かをするようなことはありません。どうして父が、この

ことを私に隠さなければならないでしょうか。そんなことはありません。」

3 ダビデはなおも誓って言った。「父上は、私があなたのご好意を受けていることを、よくご存

じです。『ヨナタンが悲しまないように、このことを知らせないでおこう』と思っておられる

のです。けれども、主は生きておられます。あなたのたましいも生きておられます。私と死の

間には、ほんの一歩の隔たりしかありません。」

4 ヨナタンはダビデに言った。「あなたの言われることは、何でもあなたのためにします。」

5 ダビデはヨナタンに言った。「明日はちょうど新月祭で、私は王と一緒に食事の席に着かなけ

ればなりません。でも、私を行かせて、三日目の夕方まで、野に隠れさせてください。

6 もし、父上が私のことをとがめたら、おっしゃってください。『ダビデは自分の町ベツレヘム

へ急いで行きたいと、しきりに頼みました。あそこで彼の氏族全体のために、年ごとのいけに

えを献げることになっているからです』と。

7 もし父上が『良し』とおっしゃれば、あなたのしもべは安全です。もし激しくお怒りになれ

ば、私に害を加える決心をしておられると思ってください。

8 どうか、このしもべに真実を尽くしてください。主に誓って、しもべと契約を結んでくださっ

たのですから。もし私に咎があれば、あなたが私を殺してください。どうして父上のところに

まで、私を連れ出す必要があるでしょうか。」

9 ヨナタンは言った。「とんでもないことです。父があなたに害を加える決心をしていることが

確かに分かったら、あなたに知らせないでおくはずはありません。」

10 ダビデはヨナタンに言った。「もし父上が厳しい返事をなさったら、だれが私に知らせてくだ

さいますか。」

11 ヨナタンはダビデに言った。「野に出ましょう。」それで、二人は野に出た。



12 ヨナタンはダビデに言った。「イスラエルの神、主にかけて誓います。明日かあさっての今ご

ろまでに、父がダビデに対して寛大であるかを探ってみます。寛大でなければ、必ず人を遣わ

して、あなたの耳に入れます。

13 もし父が、あなたに害を加えようと思っているのに、それをあなたの耳に入れず、あなたを無

事に逃がさなかったなら、主がこのヨナタンを幾重にも罰せられますように。主が父とともに

おられたように、あなたとともにおられますように。

14 もし私がこれ以上生きるべきではないのなら、あなたは、主の恵みを私に施して、私が死ぬこ

とのないようにする必要はありません。

15 しかし、あなたの恵みを私の家からとこしえに断たないでください。主がダビデの敵を地の面

から一人残らず断たれるときにも。」

16 ヨナタンはダビデの家と契約を結んだ。「主がダビデの敵に血の責めを問われますように。」

17 ヨナタンは、ダビデに対する愛のゆえに、もう一度ダビデに誓わせた。ヨナタンは、自分を愛

するほどにダビデを愛していたからである。

18 ヨナタンはダビデに言った。「明日は新月祭です。あなたの席が空くので、あなたがいないこ

とが分かるでしょう。

19 三日目に、日が暮れてから、あの事件の日に隠れた場所に行って、エゼルの石のそばにいてく

ださい。

20 私は的を射るように、三本の矢をそのあたりに放ちます。

21 私が子どもを遣わして、『行って、矢を見つけて来い』と言い、もし子どもに『それ、矢はお

まえのこちら側にある。それを取って来い』と言ったら、出て来てください。主は生きておら

れます。あなたは安全で、何事もありませんから。

22 しかし、私が少年に『それ、矢はおまえの向こう側だ』と言ったら、行ってください。主があ

なたを去らせるのです。

23 私とあなたが交わしたことばについては、主が私とあなたの間の永遠の証人です。」

24 ダビデは野に隠れた。 新月祭になって、王は食事の席に着いた。

25 王は、いつものように自分の席、つまり壁寄りの席に着いた。ヨナタンはその向かい側、アブ

ネルはサウルの横の席に着いたが、ダビデの席は空いていた。

26 しかし、その日、サウルは何も言わなかった。「思わぬことが起こって身を汚したのだろう。

きっと汚れているためだろう」と思ったからであった。

27 しかし、その翌日、新月祭の二日目にも、ダビデの席は空いていた。サウルは息子のヨナタン

に言った。「どうしてエッサイの子は、昨日も今日も食事に来なかったのか。」

28 ヨナタンはサウルに答えた。「ベツレヘムへ行かせてくれと、ダビデが私にしきりに頼みまし

た。

29 『どうか、私を行かせてください。氏族の祝宴がその町であります。長兄が命じているので

す。今、あなたのご好意を得ているなら、どうか私を行かせて、兄弟たちに会わせてくださ

い』と言ったのです。それで彼は王の食卓に来ていないのです。」

30 サウルはヨナタンに怒りを燃やして言った。「この邪悪な気まぐれ女の息子め。おまえがエッ

サイの子に肩入れし、自分を辱め、母親の裸の恥をさらしているのを、この私が知らないとで

も思っているのか。



31 エッサイの子がこの地上に生きているかぎり、おまえも、おまえの王位も確立されないのだ。

今、人を遣わして、あれを私のところに連れて来い。あれは死に値する。」

32 ヨナタンは父サウルに答えて言った。「なぜ、彼は殺されなければならないのですか。何をし

たというのですか。」

33 すると、サウルは槍をヨナタンに投げつけて撃ち殺そうとした。それでヨナタンは、父がダビ

デを殺そうと決心しているのを知った。

34 ヨナタンは怒りに燃えて食卓から立ち上がり、新月祭の二日目には食事をとらなかった。父が

ダビデを侮辱したので、ダビデのために悲しんだからである。

35 朝になると、ヨナタンは小さい子どもを連れて、ダビデと打ち合わせた時刻に野に出て行っ

た。

36 そして子どもに言った。「走って行って、私が射る矢を見つけておいで。」子どもが走って行

くと、ヨナタンは、その子の向こうに矢を放った。

37 子どもがヨナタンの放った矢のところまで行くと、ヨナタンは子どものうしろから叫んだ。

「矢は、おまえより、もっと向こうではないか。」

38 ヨナタンは子どものうしろから、また叫んだ。「早く。急げ。立ち止まってはいけない。」そ

の子どもは矢を拾って、主人ヨナタンのところに来た。

39 子どもは何も知らず、ヨナタンとダビデだけに、その意味が分かっていた。

40 ヨナタンは自分の弓矢を子どもに渡し、「さあ、これを町に持って行っておくれ」と言った。

41 子どもが行くと、ダビデは南側から出て来て地にひれ伏し、三度礼をした。二人は口づけし、

抱き合って泣いた。ダビデはいっそう激しく泣いた。

42 ヨナタンはダビデに言った。「安心して行ってください。私たち二人は、『主が、私とあな

た、また、私の子孫とあなたの子孫との間の永遠の証人です』と言って、主の御名によって誓

ったのです。」そして、ダビデは立ち去った。ヨナタンは町へ帰って行った。

第21章

1 ダビデはノブの祭司アヒメレクのところに来た。アヒメレクは震えながら、ダビデを迎えて言

った。「なぜ、お一人で、だれもお供がいないのですか。」

2 ダビデは祭司アヒメレクに言った。「王は、あることを命じて、『おまえを遣わし、おまえに

命じたことについては、何も人に知らせてはならない』と私に言われました。若い者たちと

は、しかじかの場所で落ち合うことにしています。

3 今、お手もとに何かあったら、パン五つでも、ある物を下さい。」

4 祭司はダビデに答えて言った。「手もとには、普通のパンはありません。ですが、もし若い者

たちが女たちから身を遠ざけているなら、聖別されたパンはあります。」

5 ダビデは祭司に答えて言った。「実際、私が以前戦いに出て行ったときと同じように、女たち

は私たちから遠ざけられています。若い者たちのからだは聖別されています。普通の旅でもそ

うですから、まして今日、彼らのからだは聖別されています。」

6 祭司は彼に、聖別されたパンを与えた。そこには、温かいパンと置き換えるために、その日主

の前から取り下げられた、臨在のパンしかなかったからである。

7 ──その日、そこにはサウルのしもべの一人が主の前に引き止められていた。その名はドエグと

いい、エドム人で、サウルの牧者たちの長であった──



8 ダビデはアヒメレクに言った。「ここには、あなたの手もとに、槍か剣はありませんか。私は

自分の剣も武器も持って来なかったのです。王の命令があまりに急だったので。」

9 祭司は言った。「ご覧ください。あなたがエラの谷で討ち取ったペリシテ人ゴリヤテの剣が、

エポデのうしろに布に包んであります。よろしければ、持って行ってください。ここには、そ

れしかありませんから。」ダビデは言った。「それにまさるものはありません。私に下さ

い。」

10 ダビデはその日、ただちにサウルから逃れ、ガテの王アキシュのところに来た。

11 アキシュの家来たちはアキシュに言った。「この人は、かの地の王ダビデではありませんか。

皆が踊りながら、 『サウルは千を討ち、 ダビデは万を討った』 と言って歌っていたのは、こ

の人のことではありませんか。」

12 ダビデは、このことばを気にして、ガテの王アキシュを非常に恐れた。

13 ダビデは彼らの前でおかしくなったかのようにふるまい、捕らえられて気が変になったふりを

した。彼は門の扉に傷をつけたり、ひげによだれを垂らしたりした。

14 アキシュは家来たちに言った。「おい、おまえたちも見ているように、この男は気がふれてい

る。なぜ、私のところに連れて来たのか。

15 私のところに気がふれた者が不足しているとでもいうのか。私の前で気がふれているのを見せ

るために、この男を連れて来るとは。この男を私の家に入れようとでもいうのか。」

第22章

1 ダビデはそこを去って、アドラムの洞穴に避難した。彼の兄弟たちや父の家の者はみな、これ

を聞いてダビデのところに下って来た。

2 そして、困窮している者、負債のある者、不満のある者たちもみな、彼のところに集まって来

たので、ダビデは彼らの長となった。約四百人の者が彼とともにいるようになった。

3 ダビデはそこからモアブのミツパに行き、モアブの王に言った。「神が私にどのようなことを

されるか分かるまで、どうか、父と母をあなたがたと一緒に住まわせてください。」

4 ダビデは両親をモアブの王の前に連れて来た。彼らは、ダビデが要害にいる間、王のもとに住

んだ。

5 預言者ガドはダビデに言った。「この要害にとどまっていないで、さあ、ユダの地に帰りなさ

い。」それで、ダビデはそこを出て、ハレテの森へやって来た。

6 サウルは、ダビデおよび彼とともにいる者たちが見つかったことを聞いた。サウルはギブアに

ある高台のタマリスクの木の下で、槍を手にして座っていた。彼の家来たちはみな、彼のそば

に立っていた。

7 サウルは、そばに立っている家来たちに言った。「聞け、ベニヤミン人。エッサイの子が、お

まえたち全員に畑やぶどう畑をくれたり、おまえたち全員を千人隊の長、百人隊の長にしたり

するだろうか。

8 それなのに、おまえたちはみな私に謀反を企てている。息子がエッサイの子と契約を結んで

も、だれも私の耳に入れない。おまえたちのだれも、私のことを思って心を痛めることをせ

ず、今日のように、息子が私のしもべを私に逆らわせて、待ち伏せさせても、私の耳に入れな

い。」



9 サウルの家来たちのそばに立っていたエドム人ドエグが答えて言った。「私は、エッサイの子

が、ノブのアヒトブの子アヒメレクのところに来たのを見ました。

10 アヒメレクは彼のために主に伺って、彼に食糧を与え、ペリシテ人ゴリヤテの剣も与えまし

た。」

11 王は人を遣わして、祭司アヒトブの子アヒメレクと、彼の父の家の者全員、すなわち、ノブに

いる祭司たちを呼び寄せた。彼らはみな、王のところに来た。

12 サウルは言った。「聞け、アヒトブの子よ。」彼は答えた。「はい、王様。ここにおりま

す。」

13 サウルは彼に言った。「おまえとエッサイの子は、なぜ私に謀反を企てるのか。おまえは彼に

パンと剣を与え、彼のために神に伺い、そうして彼は今日のように私に逆らって待ち伏せして

いる。」

14 アヒメレクは王に答えて言った。「あなたの家来の中に、ダビデほど忠実な者が、だれかいる

でしょうか。ダビデは王の婿であり、あなたの護衛兵の長であり、あなたの家で重んじられて

いるではありませんか。

15 私が彼のために神に伺うのは、今日に始まったことでしょうか。決して、そんなことはありま

せん。王様。このしもべや、父の家の者全員に汚名を着せないでください。あなたのしもべ

は、この事件について、いっさい知らないのですから。」

16 王は言った。「アヒメレク、おまえは必ず死ななければならない。おまえも、おまえの父の家

の者全員もだ。」

17 王は、そばに立っていた近衛兵たちに言った。「近寄って、主の祭司たちを殺せ。彼らはダビ

デにくみし、ダビデが逃げているのを知りながら、それを私の耳に入れなかったからだ。」し

かし王の家来たちは、主の祭司たちに手を下して討ちかかろうとはしなかった。

18 王はドエグに言った。「おまえが行って祭司たちに討ちかかれ。」そこでエドム人ドエグが行

って、祭司たちに討ちかかった。その日彼は、亜麻布のエポデを着ていた人を八十五人殺し

た。

19 彼は祭司の町ノブを、男も女も、幼子も乳飲み子も、剣の刃で討った。牛もろばも羊も、剣の

刃で。

20 アヒトブの子アヒメレクの息子のエブヤタルという名の人が、一人逃れてダビデのところに逃

げて来た。

21 エブヤタルはダビデに、サウルが主の祭司たちを殺したことを告げた。

22 ダビデはエブヤタルに言った。「私はあの日、エドム人ドエグがあそこにいたので、彼がきっ

とサウルに知らせると思っていた。私が、あなたの父の家の者全員の死を引き起こしたのだ。

23 私と一緒にいなさい。恐れることはない。私のいのちを狙う者は、あなたのいのちを狙う。し

かし私と一緒にいれば、あなたは安全だ。」

第23章

1 「今、ペリシテ人がケイラを攻めて、打ち場を略奪しています」と言って、ダビデに告げる者

がいた。

2 ダビデは主に伺って言った。「行って、このペリシテ人たちを討つべきでしょうか。」主はダ

ビデに言われた。「行け。ペリシテ人を討ち、ケイラを救え。」



3 ダビデの部下は彼に言った。「ご覧のとおり、私たちは、ここユダにいてさえ恐れているの

に、ケイラのペリシテ人の陣地に向かって行けるでしょうか。」

4 ダビデはもう一度、主に伺った。すると主は答えられた。「さあ、ケイラに下って行け。わた

しがペリシテ人をあなたの手に渡すから。」

5 ダビデとその部下はケイラに行き、ペリシテ人と戦い、彼らの家畜を奪い返し、ペリシテ人を

討って大損害を与えた。こうしてダビデはケイラの住民を救った。

6 アヒメレクの子エブヤタルは、ケイラのダビデのもとに逃げて来たとき、エポデを携えてい

た。

7 一方、ダビデがケイラに来たことがサウルに知らされると、サウルは、「神は彼を私の手に渡

された。彼は扉とかんぬきのある町に入って、自分自身を閉じ込めてしまったのだから」と言

った。

8 サウルは、ケイラへ下ってダビデとその部下を攻めて封じ込めるため、兵をみな召集した。

9 ダビデは、サウルが自分に害を加えようとしているのを知り、祭司エブヤタルに言った。「エ

ポデを持って来なさい。」

10 そしてダビデは言った。「イスラエルの神、主よ。しもべは、サウルがケイラに来て、私のこ

とで、この町を破壊しようとしていることを確かに聞きました。

11 ケイラの者たちは私を彼の手に引き渡すでしょうか。サウルは、しもべが聞いたとおり下って

来るでしょうか。イスラエルの神、主よ。どうか、しもべにお告げください。」主は言われ

た。「彼は下って来る。」

12 ダビデは言った。「ケイラの者たちは、私と私の部下をサウルの手に引き渡すでしょうか。」

主は言われた。「彼らは引き渡す。」

13 ダビデとその部下およそ六百人は立って、ケイラから出て行き、そこここと、さまよった。ダ

ビデがケイラから逃れたことがサウルに告げられると、サウルは討伐をやめた。

14 ダビデは、荒野にある要害に宿ったり、ジフの荒野の山地に宿ったりした。サウルは、毎日ダ

ビデを追い続けたが、神はダビデをサウルの手に渡されなかった。

15 ダビデは、サウルが自分のいのちを狙って、戦いに出て来たのを見た。そのとき、ダビデはジ

フの荒野のホレシュにいた。

16 サウルの息子ヨナタンは、ホレシュのダビデのところに行って、神によってダビデを力づけ

た。

17 彼はダビデに言った。「恐れることはありません。父サウルの手が、あなたの身に及ぶことは

ないからです。あなたこそ、イスラエルの王となり、私はあなたの次に立つ者となるでしょ

う。父サウルも、そうなることを確かに知っているのです。」

18 二人は主の前で契約を結んだ。ダビデはホレシュにとどまり、ヨナタンは自分の家に帰った。

19 ジフ人たちは、ギブアのサウルのところに上って行って、言った。「ダビデは私たちのところ

に隠れているのではありませんか。エシモンの南、ハキラの丘のホレシュにある要害に。

20 王よ。今、下って行こうとお思いでしたら、下って来てください。私たちが彼を王の手に引き

渡します。」

21 サウルは言った。「主の祝福があなたがたにあるように。あなたがたが私のことを思ってくれ

たからだ。



22 さあ行って、さらに確かめてくれ。彼が足を運ぶ場所と、だれがそこで彼を見たかを、よく調

べてくれ。彼は非常に悪賢いとの評判だから。

23 彼が潜んでいる隠れ場所をみな、よく調べて、確かな知らせを持って、ここに戻って来てく

れ。そのとき、私はあなたがたと一緒に行く。彼がこの地にいるなら、ユダのすべての分団の

うちから彼を捜し出す。」

24 彼らはサウルに先立ってジフへ行った。 一方、ダビデとその部下は、エシモンの南のアラバ

にあるマオンの荒野にいた。

25 サウルとその部下はダビデを捜しに出て行った。このことがダビデに知らされたので、彼は岩

場に下り、マオンの荒野にとどまった。サウルはこれを聞き、マオンの荒野でダビデを追っ

た。

26 サウルは山の一方の側を進み、ダビデとその部下は山のもう一方の側を進んだ。ダビデは急い

でサウルから逃れようとした。サウルとその部下が、ダビデとその部下を捕らえようと迫って

来たとき、

27 一人の使者がサウルのもとに来て、「急いで来てください。ペリシテ人がこの国に襲いかかっ

て来ました」と言った。

28 サウルはダビデを追うのをやめて帰り、ペリシテ人の方に向かった。こういうわけで、この場

所は「仕切りの岩山」と呼ばれた。

29 ダビデはそこから上って行って、エン・ゲディの要害に住んだ。

第24章

1 サウルがペリシテ人を追うのをやめて帰って来たとき、「ダビデが今、エン・ゲディの荒野に

います」と言って、彼に告げる者がいた。

2 サウルは、イスラエル全体から三千人の精鋭を選り抜いて、エエリムの岩の東に、ダビデとそ

の部下を捜しに出かけた。

3 道の傍らにある羊の群れの囲い場に来ると、そこに洞穴があった。サウルは用をたすために中

に入った。そのとき、ダビデとその部下は、その洞穴の奥の方に座っていた。

4 ダビデの部下はダビデに言った。「今日こそ、主があなた様に、『見よ、わたしはあなたの敵

をあなたの手に渡す。彼をあなたの良いと思うようにせよ』と言われた、その日です。」ダビ

デは立ち上がり、サウルの上着の裾を、こっそり切り取った。

5 後になってダビデは、サウルの上着の裾を切り取ったことについて心を痛めた。

6 彼は部下に言った。「私が主に逆らって、主に油注がれた方、私の主君に対して、そのような

ことをして手を下すなど、絶対にあり得ないことだ。彼は主に油注がれた方なのだから。」

7 ダビデはこのことで部下を説き伏せ、彼らがサウルに襲いかかるのを許さなかった。サウル

は、洞穴から出て道を歩いて行った。

8 ダビデも洞穴から出て行き、サウルのうしろから呼びかけ、「王よ」と言った。サウルがうし

ろを振り向くと、ダビデは地にひれ伏して、礼をした。

9 そしてダビデはサウルに言った。「なぜ、『ダビデがあなたに害を加えようとしている』と言

う人のことばに、耳を傾けられるのですか。

10 今日、主が洞穴で私の手にあなたをお渡しになったのを、あなたの目はご覧になったのです。

ある者はあなたを殺すようにと言ったのですが、私は、あなたのことを思って、『私の主君に



手を下すことはしない。あの方は主に油注がれた方だから』と言いました。

11 わが父よ。どうか、私の手にあるあなたの上着の裾をよくご覧ください。あなたの上着の裾を

切り取りましたが、あなたを殺しはしませんでした。それによって、私の手に悪も背きもない

ことを、お分かりください。あなたに罪を犯していないのに、あなたは私のいのちを取ろうと

狙っておられるのです。

12 どうか、主が私とあなたの間をさばき、主が私のために、あなたに報いられますように。しか

し、私はあなたを手にかけることはいたしません。

13 昔のことわざに『悪は悪者から出る』と言います。私はあなたを手にかけることはいたしませ

ん。

14 イスラエルの王はだれを追って出て来られたのですか。だれを追いかけておられるのですか。

死んだ犬の後でしょうか。一匹の蚤の後でしょうか。

15 どうか主が、さばき人となって私とあなたの間をさばき、私の訴えを取り上げて擁護し、正し

いさばきであなたの手から私を救ってくださいますように。」

16 ダビデがこれらのことばをサウルに語り終えたとき、サウルは「これはおまえの声なのか。わ

が子ダビデよ」と言った。サウルは声をあげて泣いた。

17 そしてダビデに言った。「おまえは私より正しい。私に良くしてくれたのに、私はおまえに悪

い仕打ちをした。

18 私に良いことをしてくれたことを、今日、おまえは知らせてくれた。主が私をおまえの手に渡

されたのに、私を殺さなかったのだから。

19 人が自分の敵を見つけたとき、その敵を無傷で去らせるだろうか。おまえが今日、私にしてく

れたことの報いとして、主がおまえに幸いを与えられるように。

20 おまえが必ず王になり、おまえの手によってイスラエル王国が確立することを、私は今、確か

に知った。

21 今、主にかけて私に誓ってくれ。私の後の子孫を断たず、私の名を父の家から消し去らないこ

とを。」

22 ダビデはサウルに誓った。サウルは自分の家へ帰り、ダビデとその部下は要害へ上って行っ

た。

第25章

1 サムエルは死んだ。全イスラエルは集まって、彼のために悼み悲しみ、ラマにある彼の家に葬

った。ダビデは立ってパランの荒野に下って行った。

2 マオンに一人の人がいた。カルメルで事業をしていて、非常に裕福で、羊三千匹、やぎ千匹を

持っていた。彼はカルメルで羊の毛の刈り取りをしていた。

3 この人の名はナバルといい、妻の名はアビガイルといった。この女は賢明で姿が美しかった

が、夫は頑迷で行状が悪かった。彼はカレブ人であった。

4 ダビデは、ナバルがその羊の毛を刈っていることを荒野で聞いた。

5 ダビデは十人の若者を遣わし、その若者たちに言った。「カルメルへ上って行ってナバルのと

ころに着いたら、私の名で彼に安否を尋ね、

6 わが同胞に、こう言いなさい。『あなたに平安がありますように。あなたの家に平安がありま

すように。また、あなたのすべてのものに平安がありますように。



7 今、羊の毛を刈る者たちが、あなたのところにいるのを聞きました。あなたの羊飼いたちは、

私たちと一緒にいましたが、彼らに恥をかかせたことはありませんでした。彼らがカルメルに

いる間中、何かが失われることもありませんでした。

8 あなたの若者たちに尋ねてみてください。彼らはそう報告するでしょう。ですから、私の若者

たちに親切にしてやってください。祝いの日に来たのですから。どうか、しもべたちと、あな

たの子ダビデに、何かあなたの手もとにある物を与えてください。』」

9 ダビデの若者たちは行って、言われたとおりのことをダビデの名によってナバルに告げ、答え

を待った。

10 ナバルはダビデの家来たちに答えて言った。「ダビデとは何者だ。エッサイの子とは何者だ。

このごろは、主人のところから脱走する家来が多くなっている。

11 私のパンと水、それに羊の毛を刈り取る者たちのために屠った肉を取って、どこから来たかも

分からない者どもに、くれてやらなければならないのか。」

12 ダビデの若者たちは、もと来た道を引き返し、戻って来て、これら一部始終をダビデに報告し

た。

13 ダビデは部下に「各自、自分の剣を帯びよ」と命じた。それで、みな剣を身に帯びた。ダビデ

も剣を帯びた。四百人ほどの者がダビデについて上って行き、二百人は荷物のところにとどま

った。

14 ナバルの妻アビガイルに、若者の一人が告げて言った。「ダビデがご主人様に祝福のあいさつ

をするために、荒野から使者たちを遣わしたのに、ご主人様は彼らをののしりました。

15 あの人たちは私たちにとても良くしてくれたのです。私たちは恥をかかされたこともなく、野

で一緒にいて行動をともにしていた間、何も失いませんでした。

16 一緒に羊を飼っている間は、夜も昼も、彼らは私たちのために防壁となってくれました。

17 今、あなたがどうすればよいか、よく考えてください。わざわいがご主人とその一家に及ぶこ

とは、もう、はっきりしています。ご主人はよこしまな方ですから、だれも話しかけることが

できません。」

18 アビガイルは急いでパン二百個、ぶどう酒の皮袋二つ、料理した羊五匹、炒り麦五セア、干し

ぶどう百房、干しいちじく二百個を取って、これをろばに載せ、

19 自分の若者たちに言った。「私の先を進みなさい。あなたがたについて行くから。」ただ、彼

女は夫ナバルには何も告げなかった。

20 アビガイルがろばに乗って山陰を下って行くと、ちょうど、ダビデとその部下が彼女の方に下

って来るのに出会った。

21 ダビデは、こう言ったばかりであった。「荒野で、あの男のものをすべて守ってやったので、

その財産は何一つ失われなかったが、それは全く無駄だった。あの男は善に代えて悪を返し

た。

22 もし私が明日の朝までに、あの男に属する者のうち小童一人でも残しておくなら、神がこのダ

ビデを幾重にも罰せられるように。」

23 アビガイルはダビデを見ると、急いでろばから降り、ダビデの前で顔を伏せて地面にひれ伏し

た。

24 彼女はダビデの足もとにひれ伏して言った。「ご主人様、あの責めは私にあります。どうか、

はしためが、じかに申し上げることをお許しください。このはしためのことばをお聞きくださ



い。

25 ご主人様、どうか、あのよこしまな者、ナバルのことなど気にかけないでください。あの者は

名のとおりの男ですから。彼の名はナバルで、そのとおりの愚か者です。はしための私は、ご

主人様がお遣わしになった若者たちに会ってはおりません。

26 ご主人様。今、主は生きておられます。あなたのたましいも生きておられます。主は、あなた

が血を流しに行かれるのを止め、ご自分の手で復讐なさることを止められました。あなたの

敵、ご主人様に対して害を加えようとする者どもが、ナバルのようになりますように。

27 今、はしためが、ご主人様に持って参りましたこの贈り物を、ご主人様につき従う若者たちに

お与えください。

28 どうか、はしための背きをお赦しください。主は必ず、ご主人様のために、確かな家をお建て

になるでしょう。ご主人様は主の戦いを戦っておられるのですから。あなたのうちには、一生

の間、悪が見出されてはなりません。

29 人があなたを追って、いのちを狙おうとしても、ご主人様のいのちは、あなたの神、主によっ

て、いのちの袋にしまわれています。あなたの敵のいのちは、主が石投げのくぼみに入れて投

げつけられるでしょう。

30 主が、ご主人様について約束なさったすべての良いことをあなたに成し遂げ、あなたをイスラ

エルの君主に任じられたとき、

31 理由もなく血を流したり、ご主人様自身で復讐したりされたことが、つまずきとなり、ご主人

様の心の妨げとなりませんように。主がご主人様を栄えさせてくださったら、このはしためを

思い出してください。」

32 ダビデはアビガイルに言った。「イスラエルの神、主がほめたたえられますように。主は今

日、あなたを送り、私に会わせてくださった。

33 あなたの判断がほめたたえられるように。また、あなたが、ほめたたえられるように。あなた

は今日、私が人の血を流しに行き、私自身の手で復讐しようとするのをやめさせた。

34 イスラエルの神、主は生きておられる。主は私を引き止めて、あなたに害を加えさせなかっ

た。もし、あなたが急いで私に会いに来なかったなら、きっと、明け方までにナバルには小童

が一人も残らなかっただろう。」

35 ダビデはアビガイルの手から、彼女が持って来た物を受け取り、彼女に言った。「安心して、

家へ上って行きなさい。見なさい。私はあなたの言うことを聞き、あなたの願いを受け入れ

た。」

36 アビガイルがナバルのところに帰って来ると、ちょうどナバルは、自分の家で王の宴会のよう

な宴会を開いていた。ナバルが上機嫌で、ひどく酔っていたので、アビガイルは明け方まで、

何一つ彼に話さなかった。

37 朝になって、ナバルの酔いがさめたとき、妻がこれらの出来事を彼に告げると、彼は気を失っ

て石のようになった。

38 十日ほどたって、主はナバルを打たれ、彼は死んだ。

39 ダビデはナバルが死んだことを聞いて言った。「主がほめたたえられますように。主は、私が

ナバルの手から受けた恥辱に対する私の訴えを取り上げ、このしもべが悪を行うのを引き止め

てくださった。主はナバルの悪の報いをその頭上に返された。」 ダビデは人を遣わして、ア

ビガイルに自分の妻になるよう申し入れた。



40 ダビデのしもべたちはカルメルのアビガイルのところに来て、彼女に、「ダビデはあなたを妻

として迎えるために私たちを遣わしました」と言った。

41 彼女はすぐに、地にひれ伏して礼をし、そして言った。「さあ。このはしためは、ご主人様の

しもべたちの足を洗う女奴隷となりましょう。」

42 アビガイルは急いで用意をして、ろばに乗り、彼女の五人の侍女を後に従え、ダビデの使者た

ちの後に従って行った。彼女はダビデの妻となった。

43 ダビデはイズレエルの出であるアヒノアムを妻としていたので、二人ともダビデの妻となっ

た。

44 サウルはダビデの妻であった自分の娘ミカルを、ガリム出身のライシュの子パルティに与えて

いた。

第26章

1 ジフ人がギブアにいるサウルのところに来て言った。「ダビデはエシモンの東にあるハキラの

丘に隠れているのではないでしょうか。」

2 サウルは立って、三千人のイスラエルの精鋭とともに、ジフの荒野へ下って行った。ジフの荒

野でダビデを捜すためであった。

3 サウルは、エシモンの東にあるハキラの丘で、道の傍らに陣を敷いた。一方、ダビデは荒野に

とどまっていた。ダビデは、サウルが自分を追って荒野に来たのを見て、

4 偵察を送り、サウルが確かに来たことを知った。

5 ダビデは立って、サウルが陣を敷いている場所にやって来た。そしてダビデは、サウルと、そ

の軍の長ネルの子アブネルが寝ている場所を見つけた。サウルは幕営の中で寝ていて、兵たち

は彼の周りに宿営していた。

6 ダビデは、ヒッタイト人アヒメレクと、ヨアブの兄弟で、ツェルヤの子アビシャイに言った。

「だれか、私と一緒に陣営のサウルのところへ下って行く者はいないか。」アビシャイが答え

た。「私が一緒に下って参ります。」

7 ダビデとアビシャイは夜、兵たちのところに来た。見ると、サウルは幕営の中で横になって寝

ていて、彼の槍が、枕もとの地面に突き刺してあった。アブネルも兵たちも、その周りに眠っ

ていた。

8 アビシャイはダビデに言った。「神は今日、あなたの敵をあなたの手に渡されました。どうか

私に、槍で一気に彼を地面に突き刺させてください。二度することはしません。」

9 ダビデはアビシャイに言った。「殺してはならない。主に油注がれた方に手を下して、だれが

罰を免れるだろうか。」

10 ダビデは言った。「主は生きておられる。主は必ず彼を打たれる。時が来て死ぬか、戦いに下

ったときに滅びるかだ。

11 私が主に逆らって、主に油注がれた方に手を下すなど、絶対にあり得ないことだ。さあ、今

は、枕もとにある槍と水差しを取って、ここから出て行こう。」

12 ダビデはサウルの枕もとの槍と水差しを取り、二人は立ち去ったが、だれ一人としてこれを見

た者も、気づいた者も、目を覚ました者もいなかった。主が彼らを深い眠りに陥れられたの

で、みな眠り込んでいたのである。



13 ダビデは向こう側へ渡って行き、遠く離れた山の頂上に立った。彼らの間には、大きな隔たり

があった。

14 ダビデは、兵たちとネルの子アブネルに呼びかけて言った。「アブネル、返事をしないの

か。」アブネルは答えて言った。「王を呼びつけるおまえはだれだ。」

15 ダビデはアブネルに言った。「おまえは男ではないか。イスラエル中で、おまえに並ぶ者があ

るだろうか。おまえはなぜ、自分の主君である王を護衛していなかったのか。兵の一人が、お

まえの主君である王を殺しに入り込んだのだ。

16 おまえのやったことは良くない。主に誓って言うが、おまえたちは死に値する。おまえたちの

主君、主に油注がれた方を護衛していなかったのだから。今、王の枕もとにあった槍と水差し

が、どこにあるか見てみよ。」

17 サウルはダビデの声と気づいて、言った。「わが子ダビデよ、これはおまえの声ではない

か。」ダビデは答えた。「わが君、王様。私の声です。」

18 そして言った。「なぜ、わが君はこのしもべの後を追われるのですか。私が何をしたというの

ですか。私の手に、どんな悪があるというのですか。

19 わが君、王様。どうか今、しもべのことばを聞いてください。もし私に敵対するようあなたに

誘いかけたのが主であれば、主がささげ物を受け入れられますように。しかし、それが人によ

るのであれば、その人たちが主の前でのろわれますように。彼らは今日、私を追い払って、主

のゆずりの地にあずからせず、『行って、ほかの神々に仕えよ』と言っているからです。

20 どうか今、私の血が主の御顔から離れた地に流されることがありませんように。イスラエルの

王が、山でしゃこを追うように、一匹の蚤を狙って出て来ておられるのですから。」

21 サウルは言った。「私が間違っていた。わが子ダビデよ、帰って来なさい。もう、おまえに害

を加えない。今日、おまえが私のいのちを尊んでくれたのだから。本当に私は愚かなことをし

て、大変な間違いを犯した。」

22 ダビデは答えて言った。「さあ、ここに王の槍があります。これを取りに、若者の一人をよこ

してください。

23 主は一人ひとりに、その人の正しさと真実に応じて報いてくださいます。主は今日、あなたを

私の手に渡されましたが、私は、主に油注がれた方に、この手を下したくはありませんでし

た。

24 今日、私があなたのいのちを大切にしたように、主は私のいのちを大切にして、すべての苦難

から私を救い出してくださいます。」

25 サウルはダビデに言った。「わが子ダビデよ、おまえに祝福があるように。おまえは多くのこ

とをするだろうが、それはきっと成功する。」ダビデは自分の道を行き、サウルは自分のとこ

ろへ帰って行った。

第27章

1 ダビデは心の中で言った。「私はいつか、今にサウルの手によって滅ぼされるだろう。ペリシ

テ人の地に逃れるよりほかに道はない。そうすれば、サウルは、イスラエルの全領土内で私を

捜すのをあきらめ、こうして私は彼の手から逃れられる。」

2 ダビデは、一緒にいた六百人の者を連れて、ガテの王マオクの子アキシュのところへ渡って行

った。



3 ダビデとその部下たちは、それぞれ自分の家族とともに、ガテでアキシュのもとに住んだ。ダ

ビデも、その二人の妻、イズレエル人アヒノアムと、ナバルの妻であったカルメル人アビガイ

ルと一緒であった。

4 ダビデがガテへ逃げたことが、サウルに知らされると、サウルは二度と彼を追おうとはしなか

った。

5 ダビデはアキシュに言った。「もし、私があなたのご好意を得ているなら、地方の町の一つの

場所を私に下さい。そこに住みます。どうして、このしもべが王国の都に、あなたと一緒に住

めるでしょう。」

6 その日、アキシュはツィクラグをダビデに与えた。それゆえ、ツィクラグは今日まで、ユダの

王たちに属している。

7 ダビデがペリシテ人の地に住んでいた日数は一年四か月であった。

8 ダビデは部下とともに上って行って、ゲシュル人、ゲゼル人、アマレク人を襲った。彼らは昔

から、シュルの方、エジプトの地に及ぶ地域に住んでいた。

9 ダビデはこれらの地方を討つと、男も女も生かしてはおかず、羊、牛、ろば、らくだ、また衣

服などを奪って、アキシュのところに帰って来た。

10 アキシュが「今日は、どこを襲ったのか」と尋ねると、ダビデはいつも、ユダのネゲブとか、

エラフメエル人のネゲブとか、ケニ人のネゲブとか答えていた。

11 ダビデは男も女も生かしておかず、ガテに一人も連れて来なかった。「彼らが『ダビデはこう

いうことをした』と言って、私たちのことを告げるといけない」と思ったからである。ダビデ

はペリシテ人の地に住んでいる間、いつも、このようなやり方をした。

12 アキシュはダビデを信用して、こう思っていた。「彼は自分の同胞イスラエル人に、とても憎

まれるようなことをしている。彼はいつまでも私のしもべでいるだろう。」

第28章

1 そのころ、ペリシテ人はイスラエルと戦おうとして、軍隊を召集した。アキシュはダビデに言

った。「承知してもらいたい。あなたと、あなたの部下は、私と一緒に出陣することになって

いる。」

2 ダビデはアキシュに言った。「では、しもべがどうするか、お分かりになるでしょう。」アキ

シュはダビデに言った。「では、あなたをいつまでも、私の護衛に任命しておこう。」

3 サムエルはすでに死に、全イスラエルは彼のために悼み悲しみ、彼を彼の町ラマに葬ってい

た。一方、サウルは国内から霊媒や口寄せを追い出していた。

4 ペリシテ人は集まって、シュネムに来て陣を敷いた。サウルは全イスラエルを召集して、ギル

ボアに陣を敷いた。

5 サウルはペリシテ人の陣営を見て恐れ、その心は激しく震えた。

6 サウルは主に伺ったが、主は、夢によっても、ウリムによっても、預言者によってもお答えに

ならなかった。

7 サウルは家来たちに言った。「霊媒をする女を探して来い。私が彼女のところに行って、彼女

に尋ねてみよう。」家来たちはサウルに言った。「エン・ドルに霊媒をする女がいます。」

8 サウルは変装して身なりを変え、二人の部下を連れて行った。 彼らは夜、女のところにやっ

て来た。サウルは言った。「私のために霊媒によって占い、私のために、私が言う人を呼び出



してもらいたい。」

9 女は彼に言った。「あなたは、サウルがこの国から霊媒や口寄せを断ち切ったことをご存じの

はずです。それなのに、なぜ、私のいのちに罠をかけて、私を殺そうとするのですか。」

10 サウルは主にかけて彼女に誓って言った。「主は生きておられる。このことにより、あなたが

咎を負うことは決してない。」

11 女は言った。「だれを呼び出しましょうか。」サウルは言った。「私のために、サムエルを呼

び出してもらいたい。」

12 女はサムエルを見て大声で叫んだ。 女はサウルに言った。「あなたはなぜ、私をだましたの

ですか。あなたはサウルですね。」

13 王は彼女に言った。「恐れることはない。何を見たのか。」女はサウルに言った。「神々しい

方が地から上って来るのを見ました。」

14 サウルは彼女に尋ねた。「どのような姿をしておられるか。」彼女は言った。「年老いた方が

上って来られます。外套を着ておられます。」サウルは、その人がサムエルであることが分か

って、地にひれ伏し、拝した。

15 サムエルはサウルに言った。「なぜ、私を呼び出して、私を煩わすのか。」サウルは言った。

「私は困りきっています。ペリシテ人が私を攻めて来るのに、神は私から去っておられます。

預言者によっても、夢によっても、もう私に答えてくださらないのです。それで、私がどうす

ればよいか教えていただくために、あなたをお呼びしました。」

16 サムエルは言った。「なぜ、私に尋ねるのか。主はあなたから去り、あなたの敵になられたの

に。

17 主は、私を通して告げられたとおりのことをなさったのだ。主は、あなたの手から王位をはぎ

取って、あなたの友ダビデに与えられた。

18 あなたが主の御声に聞き従わず、主の燃える御怒りをもってアマレクを罰しなかったからだ。

それゆえ、主は今日、このことをあなたにされたのだ。

19 主は、あなたと一緒にイスラエルをペリシテ人の手に渡される。明日、あなたもあなたの息子

たちも、私と一緒になるだろう。主は、イスラエルの陣営をペリシテ人の手に渡されるの

だ。」

20 すると、サウルはただちに地面に倒れて棒のようになり、サムエルのことばにおびえた。しか

も、その日一昼夜、何も食べていなかったので、力は失せていた。

21 女はサウルのところに来て、サウルが非常におじ惑っているのを見て彼に言った。「あなたの

はしためは、あなたが言われたことに聞き従いました。私はいのちをかけて、あなたが言われ

たことばに従いました。

22 今度はあなたが、このはしためが申し上げることをお聞きください。パンを少し差し上げま

す。それをお食べください。お帰りのとき、元気になられるでしょう。」

23 サウルはこれを断って、「食べたくない」と言った。しかし、彼の家来も女もしきりに勧めた

ので、サウルはその言うことを聞き入れて地面から立ち上がり、床の上に座った。

24 女の家に肥えた子牛がいたので、彼女は急いでそれを屠り、また、小麦粉を取って練り、種な

しパンを焼いた。

25 それをサウルと家来たちの前に差し出すと、彼らは食べた。そしてその夜、彼らは立ち去っ

た。



第29章

1 ペリシテ人は全軍をアフェクに集結し、イスラエル人はイズレエルにある泉のほとりに陣を敷

いた。

2 ペリシテ人の領主たちは、百人隊、千人隊を率いて進み、ダビデとその部下は、アキシュと一

緒にその後に続いた。

3 ペリシテ人の首長たちは言った。「このヘブル人たちは、いったい何なのですか。」アキシュ

はペリシテ人の首長たちに言った。「確かにこれは、イスラエルの王サウルの家来ダビデであ

るが、この一、二年、私のところにいる。私のところに落ちのびて来てから今日まで、私は彼

に何の過ちも見出していない。」

4 ペリシテ人の首長たちはアキシュに対して腹を立てた。ペリシテ人の首長たちは彼に言った。

「この男を帰らせてほしい。あなたが指定した場所に帰し、私たちと一緒に戦いに行かせない

でほしい。戦いの最中に、われわれに敵対する者となってはいけない。この男は、どのように

して自分の主君の好意を得るだろうか。ここにいる人たちの首を使わないだろうか。

5 この男は、皆が踊りながら、 『サウルは千を討ち、 ダビデは万を討った』 と歌っていたダビ

デではないか。」

6 そこでアキシュはダビデを呼んで言った。「主は生きておられる。あなたは真っ直ぐな人だ。

あなたには陣営で、私と行動をともにしてもらいたかった。あなたが私のところに来てから今

日まで、あなたには何の悪いところも見つけなかったからだ。しかし、あの領主たちは、あな

たを良いと思っていない。

7 だから今、穏やかに帰ってくれ。ペリシテ人の領主たちが気に入らないことはしないでく

れ。」

8 ダビデはアキシュに言った。「私が何をしたというのですか。あなたに仕えた日から今日ま

で、しもべに何か過ちでも見出されたのですか。わが君、王様の敵と戦うために私が出陣でき

ないとは。」

9 アキシュはダビデに答えて言った。「私は、あなたが神の使いのように正しいということをよ

く知っている。だが、ペリシテ人の首長たちが『彼はわれわれと一緒に戦いに行ってはならな

い』と言ったのだ。

10 さあ、一緒に来た自分の主君の家来たちと、明日の朝早く起きなさい。朝早く、明るくなり次

第出発しなさい。」

11 ダビデとその部下は、翌朝早く、ペリシテ人の地へ帰って行った。ペリシテ人はイズレエルへ

上って行った。

第30章

1 ダビデとその部下が三日目にツィクラグに帰ったとき、アマレク人はすでに、ネゲブとツィク

ラグを襲っていた。彼らはツィクラグを攻撃して、これを火で焼き払い、

2 そこにいた女たちを、子どもも大人もみな捕らえ、一人も殺さず、自分たちのところへと連れ

去っていた。

3 ダビデとその部下が町に着いたとき、なんと、町は火で焼かれていて、彼らの妻も息子も娘も

連れ去られていた。



4 ダビデも、彼と一緒にいた兵たちも、声をあげて泣き、ついには泣く力もなくなった。

5 ダビデの二人の妻、イズレエル人アヒノアムも、ナバルの妻であったカルメル人アビガイルも

連れ去られていた。

6 ダビデは大変な苦境に立たされた。兵がみな、自分たちの息子、娘たちのことで心を悩ませ、

ダビデを石で打ち殺そうと言い出したからだった。しかし、ダビデは自分の神、主によって奮

い立った。

7 ダビデは、アヒメレクの子、祭司エブヤタルに言った。「エポデを持って来なさい。」エブヤ

タルはエポデをダビデのところに持って来た。

8 ダビデは主に伺った。「あの略奪隊を追うべきでしょうか。追いつけるでしょうか。」する

と、お答えになった。「追え。必ず追いつくことができる。必ず救い出すことができる。」

9 ダビデは六百人の部下とともに出て行き、ベソル川まで来た。残ることになった者は、そこに

とどまった。

10 ダビデと四百人の者は追撃を続け、疲れきってベソル川を渡れなかった二百人の者が、そこに

とどまった。

11 兵たちは野で一人のエジプト人を見つけ、ダビデのところに連れて来た。彼らは彼にパンをや

って、食べさせ、水も飲ませた。

12 さらに、ひとかたまりの干しいちじくと、二房の干しぶどうをやると、そのエジプト人はそれ

を食べて元気を回復した。彼は三日三晩、パンも食べず、水も飲んでいなかったのである。

13 ダビデは彼に言った。「おまえはだれのものか。どこから来たのか。」すると答えた。「私は

エジプトの若者で、アマレク人の奴隷です。私が三日前に病気になったので、主人は私を置き

去りにしたのです。

14 私たちは、クレタ人のネゲブと、ユダに属する地と、カレブのネゲブを襲い、ツィクラグを火

で焼き払いました。」

15 ダビデは彼に言った。「その略奪隊のところに案内できるか。」彼は言った。「私を殺さず、

主人の手に私を渡さないと、神にかけて私に誓ってください。そうすれば、あの略奪隊のとこ

ろに案内いたします。」

16 彼はダビデを案内して行った。すると、なんと、アマレク人たちはその地いっぱいに散って食

べたり飲んだりし、お祭り騒ぎをしていた。彼らがペリシテ人の地やユダの地から奪った分捕

り物が、とても多かったからである。

17 ダビデは、その夕暮れから次の夕方まで彼らを討った。らくだに乗って逃げた四百人の若者た

ちのほかは、一人も逃れることができなかった。

18 ダビデは、アマレクが奪い取ったものをすべて取り戻した。ダビデは、二人の妻も救い出し

た。

19 子どもも大人も、息子たちも娘たちも、分捕られた物も、彼らが奪われたものは、何一つ失わ

れなかった。ダビデは、これらすべてを取り返した。

20 ダビデはまた、すべての羊と牛を奪った。兵たちは家畜の先に立って導き、「これはダビデの

戦勝品だ」と言った。

21 ダビデは、疲れてダビデについて来ることができずにベソル川のほとりにとどまっていた二百

人の者のところに来た。彼らは、ダビデと彼に従った者たちを迎えに出て来た。ダビデは、こ

の人たちに近づいて彼らの安否を尋ねた。



22 ダビデと一緒に行った者たちのうち、意地の悪い、よこしまな者たちがみな、口々に言った。

「彼らは一緒に行かなかったのだから、われわれが取り戻した分捕り物は、分けてやるわけに

はいかない。ただ、それぞれ自分の妻と子どもを連れて行くがよい。」

23 ダビデは言った。「兄弟たちよ。主が私たちに下さった物を、そのようにしてはならない。主

が私たちを守り、私たちを襲った略奪隊を私たちの手に渡されたのだ。

24 だれが、このことについて、あなたがたの言うことを聞くだろうか。戦いに下って行った者へ

の分け前も、荷物のそばにとどまっていた者への分け前も同じだ。ともに同じく分け合わなけ

ればならない。」

25 その日以来、ダビデはこれをイスラエルの掟とし、定めとした。今日もそうである。

26 ダビデはツィクラグに帰って来て、友人であるユダの長老たちに戦勝品の一部を送って言っ

た。「これはあなたがたへの贈り物で、主の敵からの戦勝品の一部です。」

27 その送り先は、ベテルの人々、ラモテ・ネゲブの人々、ヤティルの人々、

28 アロエルの人々、シフモテの人々、エシュテモアの人々、

29 ラカルの人々、エラフメエル人の町々の人々、ケニ人の町々の人々、

30 ホルマの人々、ボル・アシャンの人々、アタクの人々、

31 ヘブロンの人々、すなわち、ダビデとその部下がさまよい歩いたすべての場所の人々であっ

た。

第31章

1 さて、ペリシテ人はイスラエルと戦った。イスラエルの人々はペリシテ人の前から逃げ、ギル

ボア山で刺されて倒れた。

2 ペリシテ人はサウルとその息子たちに追い迫って、サウルの息子ヨナタン、アビナダブ、マル

キ・シュアを打ち殺した。

3 攻撃はサウルに集中し、射手たちが彼を狙い撃ちにしたので、彼は射手たちのゆえにひどい傷

を負った。

4 サウルは道具持ちに言った。「おまえの剣を抜いて、私を刺し殺してくれ。さもないと、あの

無割礼の者たちがやって来て、私を刺し殺し、私をなぶりものにするだろう。」しかし、道具

持ちは非常に恐れて、とうていその気になれなかった。それでサウルは剣を取り、その上に倒

れ込んだ。

5 道具持ちは、サウルが死んだのを見ると、自分も剣の上に身を伏せて、サウルとともに死ん

だ。

6 こうしてその日、サウルと三人の息子、道具持ち、それに彼の部下たちはみな、ともに死ん

だ。

7 谷の向こう側とヨルダン川の向こう側にいたイスラエルの人々は、イスラエルの兵士たちが逃

げ、サウルとその息子たちが死んだのを見て、町々を捨てて逃げた。それで、ペリシテ人がや

って来て、そこに住んだ。

8 翌日、ペリシテ人が、刺し殺された者たちからはぎ取ろうとしてやって来たとき、サウルと三

人の息子たちがギルボア山で倒れているのを見つけた。

9 彼らはサウルの首を切り、彼の武具をはぎ取った。そして、ペリシテ人の地の隅々にまで人を

送り、彼らの偶像の宮と民とに告げ知らせた。



10 彼らはサウルの武具をアシュタロテの神殿に奉納し、彼の死体はベテ・シャンの城壁にさらし

た。

11 ヤベシュ・ギルアデの住民は、ペリシテ人がサウルに行った仕打ちを聞いた。

12 そこで勇士たちはみな立ち上がり、夜通し歩いて行き、サウルの死体と息子たちの死体をベ

テ・シャンの城壁から取り下ろし、ヤベシュに帰って来て、そこでそれらを焼いた。

13 彼らはその骨を取って、ヤベシュにあるタマリスクの木の下に葬り、七日間、断食した。


